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との調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

昭和 34 年 3 月

北海道開発庁
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5 万分。 1 地質図幅 *
説 明 書什斗 別 (ftlillfii ー第 32 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師三谷勝利

北海道嘱託橋本 亘

工業技術院地質調査所

通商産業技官吉田 向

通商産業技官織田精徳

はしがき

この図 l隔は，北海道-，'1.地下資源調査所と工業技術院地質調査所とが，昭和 31 年から昭和

32 年にいたる 2 年間におこなった共同調査により作成したものである c

この l'X l~ 面地城は，北海道東南部にある切 II陥炭田、の西辺地域を市めている c したがっ

て，この地域には上部白主紀の根室層群や古第三紀の浦幌層群・音別層群などの!司辺岩相

が発達している c また，新第三紀の中新世末期から鮮新世初期にかけて積成盆がいちじる

しく変化し，中新世の大きな海設の堆積層と鮮新位の局地化された海盆の堆積層とが，大

きくくいちがっているところでもある。

さらにこの凶幅地域の南東部は，留真炭田の一部を占め，合炭古第三紀層の j甫幌層群が

発達しており，昭和 31 年以来，炭田開発のための基[控訴;査がおこなわれ注目されている c

このほか，ミ卜ガス田ミの北部を出めていて，可燃性天然力、スの ~lL: 床の叫存地同として

今後期待される

野タ i、調査は，第三紀層の発達してし)る地域を三谷が，白主紀層の地域を吉田がそれぞれ

相当した士また， itff 点問団地域を織出と吉田が， !f~四紀層の発達する地 i戎を橋本と三谷が

それぞれ調査した

この説明書は，北海道立地下資源調査芦 iにおし)て，取樫め，三谷が担当したー

東京教育大学理学部教授

料 現在北海道地下資源開発株式会社技術部調査課長
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野外調査にさいして，北海道立地下資源調査所燃料課技師石山昭三氏，当別高等学校教

諭皿木正夫氏の協力を得，天然ガスおよび、地←下水の調査は，北海道立地下資源調査所技術

課分析係の諸氏の御協力をうけた。また室内作業に関しては，火成岩類の顕微鏡観察は，

工業技術院地質調査所札幌支所地質課技官角靖夫氏，古宝物学的な観察は，東北大学理学

部地質学古主物学教室浅野清博士，北海道大学理学部地質学鉱物学教室魚住倍氏，北海道

学芸大学釧路分校地学教室吉田三郎氏の御援助をうけたっ

なお，留真炭田地域に関して，日鉄鉱業株式会社より貴重な調査資料の一部を提供して

しユただし )1，こ。

報告にはいるまえに，ここに明記して，深謝の怠を表する次第である c

I 位ii'1:~~ よび交通

この図幅のしめる位置は，北緯 43°00'~43°10う東経 143°300~143°45' の箱囲である。

行政上は，その大半が，十BJJ支庁管内の本別町および、浦幌村に，南東の隅のわずかの地

域は，釧路支庁管内の背別村に，このほか南西部の一部地域は，池田町にそれぞれ属して

し 3 る。

交通は，この図幅の西部の本別と勇足をむすんで網走本線が通じているつまた，図中高の

ほぼ中央を南北方向に流れる浦幌川にそって，浦幌町市街から釧路支庁管内の白糠町上茶

路を通り，白糠市街へ通ずる国道が，昭和 32 年から 33 年にかけて完成したため，従来，

ひじように不便であった，十勝国と到ng各国との国境付近の交通が便利になっている。

パス交通は，本別市街を中心として，四方に広がっており，浦l院川流域のj舌平や川上;な

面，ピリベツ川流域の西中方面および手II別川の西側の丘陵地域などにむかつて，定期パス

が運行している。また，網走本線にそった地域にも，帯広市から足寄町をへて阿寒湖畔に

通ずる定期観光パスが運行している。

このほか，本別川，川流布川，仁生川，十弗川などの主要河川の流域には，林産，農産

などの物資運搬のための，自動車道路が開さくされていて，道路網は，かなり完備してい

る。

II 地形

この|苛幅地域の地形は，大きくみて，かなりちがった性格をもっ， 3 つの地形区に区分

- 2 ー
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第 1 図河

1:霧 flI 川 2: 百尺滝の沢

5:1 号 沢 6: チャンベツ川

9: 良造の沢 10:ヤチダモの沢

13:パケモノの沢 14:君が代の沢

17:マスタケの沢 18:バッタの沢

21: 仁生川 22:耳目炭坑の沢

25:石井の沢 26:アキヤマの沢

30:川流布川 31: ムカワルツプ沢

34:ボンカウルップ iJ'\ 35: シカの j尺

38:オンネナイの j尺 39:ュカノレシナイ i尺

42:キタの沢 43:ーの沢

46:ワラビの沢 47:川原の沢

50:会館の沢 51:クッタルシナイの沢

54:プラツナイ沢 55:炭小屋の沢

58:ホロナイ沢 59:矛 IJ JJIj JII

62:八線の沢 63:姉別川

66: シンノシケセタライ i尺

川図

3: ヒルメシの沢

7:正子の沢
11: カキの沢

15:千代の沢

19:ヨモギの沢

23:仁生支流

27:キムガショ仁生沢

32:中川の沢

36: モミジの沢

40:カケスの i尺

44:オネトップ川

48:大石の沢

52:シャコスナイ i尺

56:ピリベツ JII

60: ラウンベ JII

64: 十弗川

4:2 号沢

8:南沢
12:留真川

16:八千代の沢

20:浦幌 ;11

24:1 ・ 2坑の沢

28:神社の沢
33:ォギワラの沢

37:オクビロウ i尺

41: キタムラの沢

45:吾妻の沢

49:モップの沢

53:本月J1 ll¥

57:キロロ沢

61:ピランベツ川

65:学校上の沢
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される。 a)一この Illl隔の東部約弘の地域をしめて発達する，古い地層(上部白主紀層およ

び古第三紀層)からなる山地地形。 b)一日幌川，十弗川などの流域に発達する解析された

平坦地形，およびそれらの河川がきざんでいる段丘および氾濫原堆積層でしめされた平坦

地形。 c)一この閃幅の西北地域にある保存のよい平J11.段丘面，およびこれをきざむピリベ

ツ川や手"別川流域の氾濫原堆積層で表わされた地形。

このような地形状態のちがいは，地質条件の相異によるほか，それぞれの地域を流れる

各河川の発達史，およびその営力の;f日異によることが大きl:)o

図幅の東部地域には，標高 500m~600m のところに，いくらかの古い平坦面があったこ

とをしめすような平頂尾根や平坦山頂が，ところどころにみられる。まだ，その前面Jこ標高

380m~420m の平坦面あるいは平坦な山頂が，(まぼ南北の方ItT]にはしっている。これは，

北東の川上付近では，標高 400m~420m，上川流布付近では，標高 400m~420m，活平の

東側では，標高 400m ていどの平坦面で，それぞれ観察される。さらに，ところによってと

第 2 図 地形復元図 (2km の幅で谷をうめている〉

-4-
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その前面には，標高 360m ていどの平坦i面が発這しているつ

これらの高い平坦而および平坦山頂が，やや断続的な排列をしめしているのに反して，

主えにのべた b) の地形民では，やや邸主性をもった，より低い平坦而が発達しているコ

浦l院川の東側の地h~では，標高 300m~320m の平坦面が， ほぼ!苦北に連なって発達し

ているつこの平叩而(ま， ;~J幌川と十す13川との:三七地域の丘陵性山地の，最上位の面に連な

ってし~るようであるコまた，十弗川の西側の山頂や，まえにのべた分7jt地r~の北部には，

これらよりも一段低l~平自而が発達しているコ

OaSkm
h園圃Eニ ' ヶーー=孟耳

第 3 図 地形復元同 (1 km の幅で谷をうめている)
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浦i幌川および十弗川の南北性の流路は，これらの平坦面をきざんでいた南北方向の古い

谷河の中を，流れているもののようである。

このことは，第 2 図にしめした地形復原図によくあらわれている c この地形復原図によ

ると，浦幌川の古い谷形の北方には，利別川の足寄と本別の問の南北性の流路が発達して

おり，また十弗川の古い谷形の延長部には，ピリベツ川の，この図幅の北西隅から隣接図

幅内の活込地域までの聞の南北性の流路が発達している。さらに，これらの西側には，隣

接の高島図幅内であるが，利別川の下流の南北性流路と，ピラシベツ川の上流の南北性流

路とが，ほぼ 1 JIJの南北線の上に発達している。

このように，この地域および隣接の地域において，南北性の流路をとって流れる主要河

川は，いずれも，まえにのべたように，古い平坦面をきざんで発達した河谷の中を流れて

いるようである。

これらの南北性の流路をもった谷形の分布を，南と北の 2 つの地域に分離するような状

態をしめして，ほぼ，東北一一西南方向を中心とした流路が発達している。これらの流路

には，新しい平坦段丘面が付随している。このような方向をもった流路としては，この図

幅の，不Ij別川の本別から勇足までの聞や浦幌川の貴老路部から上流，川流布川，仁生川な

どがあり，また隣接地域では，足寄川や利別川上流地域などがある。

第 3 図にしめした地形復原図によれば，ピリベツ川や隣接地域の居辺川などのような，

西西北一東東南の方向をもった河川は，この図幅内のもっとも高い標高をもった段丘群

の形成以後の時期に，これらの段丘地形面がうけた，いくらかの傾動運動lこともなってで

きた，従Ii田谷の中に生じたものと忠われる。

このような地形発達史をたどってきたものと忠われるこの図幅地域は，平坦段丘面の上

に，ひじように複雑な問題を残している。そして，それぞれの河川流域に発達している段

丘群の区分や対比などについて，多くの疑問を提起している。

III 地質

III.1 地質概説

この図幅地域に分布している地層は，第 4 図にしめしたようなものである。

上部白皇紀に属する根室層群は，浦幌断層の東側に広く分布している。岩栢の上から

2 つの累層に区分することができる。全層を通じて泥岩ないし砂質泥岩が卓越している

が，上部の累層には，ときどき，棟質あるいは粗粒の岩相をはさんでいる。
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また，この様岩のi環呈や陳の大きさが，一殺に，北西方または可ヴにむかつて， しだい

に増しており， リズミカノレな互層の中には，膜状の炭貨物葉層をかなりはさんでいる。

海成の堆積層であって，全層にわたって海棲の二枚介類・巻介須の化石を産出している

このなかには，地質時代を決定するようなものは，ほとんどみられないc

上部白皇紀層を斜交不整合におおって，古第三紀層が発達しているここの地層は，却1\路

炭田地域に発達している合炭古第三紀層に属する浦幌層群と，このと位にのる海成の音別

層群とに，それぞれ対比されるものである

下部の浦l幌層群は，却1\路炭田地域の，もっとも百部に位置している留真炭田の，北部の

延長部に相当し，この図幅の:苦言[隅lこ J子しており，根室層詳のと仕に，向斜構造を作っ

て発達している ο

この地層は，粗粒あるいはi時宜の岩相が干越していて，合炭層やこのなかにはさまって

いる石炭層は，主11\路史田の中心部に比べて，ひじように貧弱であるっこのような発達の決

態は，この|苅幅地域が広い志味で、の ii) l! if6支田の西方の周縁部に相当していることを示して

いるものと三、えられる。

音別層群(ま，南部地域では， ，甫l慌層群の上に，微合l交不整合で，また，北部地域では清

幌層群と上部自主紀層を欠いて，先立主紀層の上に， I直接斜交不整合でそれぞれのってい

る。この層群は，砂岩と泥岩から樗成されている海成層で，海棲介化石を多く産出するつ

中部と上部に，支山岩貨の火山砕屑岩をはさんでいるつ

中新世の川と層群は， この!翌日届のほぼ中央部地域に，北北京一一一斉南西の延長方向をも

って，帯状に発達しているつ古第三紀層とは，断層で接している。岩相は，下部は硬貨頁

岩と凝天質の黒色砂岩との互層であるコまた中部は，凝灰貨の竪現頁岩の卓越した泥頁吉

相で，上部になるにしたがって， しだいに泥賀岩相にかわっているコ全層を通じて，凝!夫

質岩相が多くみられる。

この層群は，海成堆積層で下部層からは有孔slや海棲介化石が，中部層と上部層とから

は珪菜類や放散虫類の化石が産出する。

との図幅の西側のほぼ半分に達する地域には，鮮新世の十IJJj層群が広く発達しているっ

この層群は， Jll上層群をかなり大きな斜交不整合でおおっており， しかも，川上層群まで

の地層がうけた地質・構造のとに，形成された新しい堆積盆に堆積している。

この地層の最下部は，操岩や砂岩を主体とした海成堆積層で，いわゆる吋副Iトー一本別

動物化石群ョをふくんでいる。この上位にほ，厚い陸成堆積層が累重している。

十勝層群は，岩相から，本別層，足寄層および池田層の 3 つの累層に区分されているつ
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この図幅地坑[ま，足J奇!冨の陸日記tiU長盆:の，ほぼ問の周縁却に!日目しているため，足寄!吾の

発達がひじように悪く，下山の本別層との地層境界が不明である J したがって，本別層

と足寄!膏とをーおして宗てJiった 3

池田層は，この地ばではそのド却!百が発達していて，亜此!再を多くはさんでいる r なお

この地層には， ;'(7j(t妻の介化〆行をふくんでいる。

弟四紀層(ま，段fr)往積層・氾j監;京堆積層。扇状 1由.tit.積層・火rLr!)J吾などである c

地形のところでのべたように，この地域は，手i!万引 II と浦ilil':/;川との流山の様II'Jが，それぞ

れの河川流出の地甘や;](trlなどのちがいで，杭端な比高乏をしめしているハしたがって，

この I可水系にトJ·P!ll している段丘堆積層は，かなりちがった状態をしめしているつこれらの

段丘詳の対比は， TJr}1j(系の分岐点に \Lちもどり，河川縦断而とあわせて，おこなわなけれ

ばならないコこのようなことは，この i斗 l岡山の調査においては，おこなうことができなか

った lごしたがって段庄司f:積層は，それぞれの水系別に医公してJ:f;Zllkった。すなわち，利別

川水系段[i.tft積物，十弗川主系段丘i佐官物および;1 1j 1関川水系段!i..t!f:積物に尽力し，それぞ

れの段丘を，さらに， 2 段~3 段に細分した。

III.2 地質各説

III.2.1 自主紀層

III.2.1.1 根室層群

かりひ九 かわるつぷ

この I'~i 幅地域に発達している限主層群は，下(初〉ら， j百平 ~1~.1 吾と川 ifiC イi j県 l再の 2 つに区

刀することができるつ

III.2.1.1.1 活平累層

月号

模式地: 浦I!J Jii: ~IJ1 吉平

この累層は，おもに医 h正i古白刊;

F写Zさ数 mm から数 em の白色のべントナイト;目 i2令凝り氏:，~~忠吉層や，数 em から記数( 10cm ていどの

字さの，相しような緑色凝 1~ )， ~1!l 砂岩層をはさんでいるつときには ， J手さ数 10em から 2m

ていどの陳岩層が， レンズ jえに発達しているコ

この黒層の最上部には， ところによって， lとヒ二ごノ位(

岩層の発達がみられるコ

泥岩やシノレト岩;主，者 11 かく砕け，ひじようにくずれやすし九このような特性からこの

この図幅の市 iこ隣接する常~図幅区域内において，同じ部落が，本別問幅にもまたがっ

rグー I , "t
、- "、~)つ
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岩相の分布している地域は，低いなだらかな地形を作っている。このなかには，しばし

ば，泥灰質問球をふくんでおり，大きなものは，径 80cm に達する c 同球のなかにはま

れに，介化石や炭化した樹木片などがふくまれている c

砂岩は，凝灰質の粗しようなもので，しばしば，海緑石がふくまれている c

機岩は，大豆大から小豆大ていどのものが多く，ときに鶏卵大の大きさの，円磨され

た喋聞を，暗灰色のシルト岩または，同色の細粒砂岩で，勝結したものである。礁の淘

汰は悪い。礁種は，黒っぽいチャート，赤色チャートが，もっとも多く，このほか輝緑

凝灰岩もみられる。この喋岩は，上・下に続く岩相との聞には，はっきりした層理面を

しめしておらず，また連続性にもとぼしい屑間礁岩層である。

化石は，石氏質団球のなかから，産出するほか，泥岩のなかにもみられる c この図幅内

では，化石の産出は，まれであるが， j有に隣接する常室図幅内の活平付近では，かなり多

く産出している。化石種は，つぎのようである。

Coral

Terebr ，σtulina sp.

Inoceramussp.

Ezonuculanamactra イormis (NAGAO)

Acilahokkaidoe 附is NAGAO

Propeamussiumco ω，peri WARINGvar.yubarensisYABEetNAGAO

Tessarolaxacutima r,ginatus NAGAO

Cerithiumsp.

Psudogaleodeasp.

Trochusvistu!oidesYABEandNAGAO

また，泥宕のなかから，つぎのような有孔虫化石を採集したこ(浅野清氏鑑定)

Silicosigmoilina(Bramletheia)ezoensisTAKAYANAGI(MS)

Plonulinasp.

Eponidiasp.

Pseudonodosariamutabilio(REUSS)

Cibicidessp.

Bathysiphonsp.

Rzehakina(?)8p.

Haplophragmoidessp.

層厚は，下限が不明であるが，分布している地械でみると厚いところで， 860m に達す

る。この地層中の泥岩や vノレト岩は，北海道東部の厚岸・仙鳳跡付近の根室層群下部の厚

岸累層・ 11\1 鳳跡泥岩層中の同首岩と，ほとんど区別できないものである c 古生物的な対比

は，やや困難であるが，一応，両地層は対比されるのではなし 3かと考えている。また，北
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海道中央部に分布する，上.部エゾ層群の大部分の地層を構成している泥岩や vノレト岩とも，

かなりよく似ている。
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根室層群柱状対比図第 5 図

川流布累層III.2.1.1.2

模式地:浦幌町川流イIiのムカワルザプ川の上流地域

この累層は， 1舌平累層の土位に，整合関係で発達している喋岩・砂岩. if~宕から構成さ

れている地層である。岩相の上から，上・下の 2 つの部層に区分される。

下部層は，疎岩・砂岩および泥岩の板状互層あるいは，単一の操岩層または，砂岩層で

あり，上部層は，微細粒の砂岩・シノレト岩・粗粒から中村tの砂岩および陳岩から構成され

ているひじようにf享い累層であるつ

j甫幌川上流や川流布川支流などの地域に発達している下部層は，ひじように薄く，路頭

では，みとめられないこともあるちまた，ところによっては，下位の活平累層と，上部層

に相当する，玉葱状構造をしめした，微細粒砂岩やキ/ノレト岩とが，直接している。このよ

うな状態、は， J::部層と下部層との一部分が，同時異相の関係にあることをしめしているも

のと考えられる。

この累層は，大きくみると，棟岩あるいは粗粒~中粒の砂岩からなる堆積層(操岩を欠

くところもある〉と，制粒~微細粒の砂岩またはシルト岩からなる堆積層とが，それぞれ，
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レンズ状あるいは不定形のiji 慣行'与を形成して，日疋(.:::玲りかわりながら，尽く思乏した

下町:層:ま.これらの主積層がミ jえに互層しているが .1-.部層は， :g:屑行「積とJilir~である

はj主いJif.積物の*"皮が， し t二いに交イじしていて，吉相互のが，ほとんど，ぼやけてい

ることが多い

ま fこ，級化成問 (graded beddiilg) そしめず没怒とがわずかにみとめられる c

おiI~与・尽片'1]布でこの ~I討の下認闘に対比できると弓えられる，汐見砂岩・

この l、引話会主成では，このような現象は，いちじるしい呉常堆債の現象がみとめられている

全くみとめられな l このことは玲I隔地域が，J!I流布累!認の下 7宿区iのJ注積~時，土産積投

の}可保fねて牝置していたのに対して， ~II\路・)手作;/主j或が，海民it誌にりやそのほかの異常堆

穏を生じやすい環境にあったためではなかろうかと佐川される

膚部下III.2.1.1.2.1

これらの料相が砂万・線王手をJ，1ドとし，をl '6奇灰色の泥岩をはさんでいるごしばしば，

紋1えのlei震をしている。なお，累積の状態は， Ii繁行を

ほとんどふくまない， R511?と山岩との瓦腐の部分，後

II::'] 緑色粗~細粒砂岩

ミ号を，ひんぱんに挟む， f，球汗よ frYE;とのIi.層の部分と

がある。また，ムカワノレヴプIt iでtみられるぷうに，勝、

レンズこ発達して岩層が， j手さ 80 m 以上に遣し，

mf

o

「
i
i
i
i

-
!日 it 布系守ト部 I~

の支閉伊 l

日書JJi.色泥岩
喪状民負物葉月雪

1嘉吉面転事若

暗灰色泥君
月実状 j資質物葉帯

;::|練設中粒砂岩

第 5 図

いて ，Ii. 層jえの累積をとらな h こともあ毛。

E柴告は， よく円持ちされた，大京大からきち大の残の

照合緑色の事 l しような砂対で，充成したものである

ムカワノレツプ )11 にた達してし、る残坊には，径 15 cm

kこ達ずる大きな 4警がふくまれている，伐の種類 i土，

赤色. (-It己あるいは絞白色のチャート・黒己注資料

根岩・輝紋凝 I:J< 岩などが，大郁子?をしめ.このほか

花尚岩や上耳鳴むなこもみられら

この際 {JiM' ょ，一枚 ι佐官 i-::: よ Ot屯岩ニ，それモ、

れlO cm ないし数 C111 ，とされ 10 m 1止との淳さで仮

t~ ，こ立隠している Iなお，仁と主付近では， この互5

t土，かなり}'}.ぃ。

砂治は， "主緑色・ w灰色および灰白色などのい乃

いろの色調を bさずる事[干すから組組粒のものである

般に， 1仕< l まっている υ 粍 r交のちがし、から前年状侠

桜脅しめしているものかあり，その薬理店 eこそハて，
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板状に長IJ げやすし、つまた，帝緑色や陪緑色の砂岩は，相粒から粗粒の火山性砕問、岩J\ーを，

かなり多くふくんでいる。これらの岩J\'の中 h二中性斜長石・普通輝行・黒雲町などが多

くみられる。このほか，火 III 岩山片や培岩片などもあるむこのような岩片は，この地用

の堆積当時に，活動した火山岩が，破かいされて，円磨をうけないままで，砂岩中に，

混りこんだものか，あるいは，噴出して飛ばされてきたものかのどちらかであろう

砂岩のなかには，方解石の制脈で網状 Mこつらぬかれていて，風化すると，赤褐色のよ

ごれた角塊J\会にこわれやすいものが，局部的にみられる。

また， うすい膜状の炭質物葉府や，連統性にとぼしし、，厚さ1.5 m ていどの含黒雲母

凝灰岩が，挟まれている

なお，互層部では，陪炭色の泥岩も，かなり多く挟んで，第 6 図にしめしたように，

小輪廻性の累積状態をしめしているほか，連痕がまれにみられる。また，石灰質問球が

わずかにふくまれている。

川流布小学校下流の川流布川岸のこの部層の昆出から，ウニの化石を産111 した

層厚は Om~340m である c

III.2.1.1.2.2 上部層

おもに， .;~~色の微細粒砂岩ゃ νノレト岩から構成されていて，帯緑色，緑白色および 1))( 白

色などの粗粒~中粒砂岩(部分によっては細粒砂岩〉および疎岩を， レンズ状にはさんで

いるっこの地層は，まえにのべた下部層の互層状の堆積にくらべて，はっきりとした互層

はしめさない。また粒度のちがいによる葉理面や層理などもほとんでみられないこ一般

に，この地層は ，i/ ノレト岩から微細粒砂岩・細粒砂岩と粒度に規則的な変{じがあるこ しか

しほとんどの場合，それぞれの岩貨の境は，ぼやけている。なおわずかに，ごく小規模

な，級化成層を形成していることがあるほか，筒状を呈しているものもある c

微細粒砂岩やシルト岩は ， i古平黒田中のなかの，シルト質の岩相にくらべて，粒度が

粗く，黒っぽい色調をしめしているさ風化すると，日平累!脅のものは，白っぽくなるの

にくらべて，この地府のものは，やや褐色をおびた陪灰色のものとなるつまた，日平累

層のもののように，細かく砕けないご

この細粒質岩は，不完全な玉葱状構造をしめす特ちょうがあれ ほかの地層中の細粒

岩と区別する目安ーになっている c 個々の玉葱状構造は，径 5 em~15 em ていどで，一定

の配列をしめしている。この配列によってできたかすかな面は，層理[j'[jをしめしていて

層理の乏しし、，この地層の中では，走向・傾斜を測定するのに役立つている。

しかし，新鮮な田では，この玉葱状風化の 11 ちょうは，まったくみられなしよわい

不規則な節理をもった塊状の岩相をしめしているにすぎなし川シルト岩のなかには，と

きどき，泥質のパッチが，小さくはいっている

泥岩は，泊予累府のなかのものと，同じものであって，ひじように薄い地層ではさま

っている。
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砂岩は，青灰色・灰白色・帯緑色あるいは暗緑色(水にぬれた場合には，黒色にみえ

ることもある)などのいろいろの色調をしめず粗粒から中粒の砂岩である。ところによ

っては，礁岩や喋質砂岩になることがある。

黒色のシ/レト岩や，微細粒砂岩のなかに，はっきりした境界をつくることなくはさま

っている。塊状で，節理が発達しているもので，層理面はほとんどみとめられない。

青灰色あるいは灰白色の砂岩は，石灰質である。また，帯緑色の砂岩は，火山性砕屑

岩片が多く，黄鉄鉱の微粒や， 2cm~3cm の団球を，まれにふくんでいる。このほか炭

質物片や泥岩片を，かなり多くふくんでいるところもある。この砂岩の構成粒子には，

火山性砕屑物のほかに，赤色および緑白色チャート粒が多く，ときに，海緑石もみとめ

られる。

磯岩は， よく円磨された径 5cm~10cm ていど，ときには径 30cm にも達するよう

な大きさの礁の問を，緑色の砂で隈結したものである。淘汰は悪いョ礁の種類は，帯諒色

の新鮮な普通輝石安山岩が，ひじように多く，ついで赤色チャート，黒色粘板岩も，目

立っている。このほか普通輝石玄武岩・粗粒玄武岩・輝緑凝灰岩・花崩岩・石英斑岩・

帯緑色珪質岩などの礁もある。

この礁岩は，粗粒ないし中粒砂岩のなかで層間醗岩層として発達するものである。

チャンベツ川上流や仁生川上流では，厚さ 50 m 前後のレンズ状の岩相となってい

る。

化石は，石灰質団球のなかや地層から，ごくわずかに産出する。産出化石は，つぎのと

おりである。

Terebratulinasp.

Inoceramussp.

Ezonuculan α mactraeformis NAGAO

Acilahokk αidoensis NAGAO
X)

Cardiumsp
X)

Portlandiasp.

TessarolaxacutimarginatusNAGAO

T. japonicaYABEandNAGAO

Cerithiumsp.

Semifussp.

Pseudogaleodeasp.

層厚は，上限が，古第三紀層でおおわれているので，明らかで、ないが 1，4 00 m 以上に達

する。
1):!)

この地層の黒色キ/ノレト岩や，微細粒砂岩は，お II 路・厚岸地域の汐見砂岩泥岩互層中の同

x) この化石は，この地域の白望紀層からは，はじめて産出したものである。
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立岩と，まったく同じ山立をしめしているほか，風[乙すると玉志氏樗i立をとる点でも，一

致しているつおそらく，同一引のrt\'積物であろうと考えられるがー fftdする{七石からぬ

日、す，、 Ie仁戸てトプて圭可~ ，ヂ}、ム、 J井、，\

I'" 乙 i八1t:.:oJ '0.>6- '--\'_\J λ/~ り 1 6- V--lコ

III.2.2 古第三紀層

この図!隔の巾.東部および北東部ド 01也氏の比較的決小な日固に発達している J 時五ーの地域

は， FZ 点成田の北辺部に相当してし〉る

この古第三紀層は， iHJ 幌)民 i群と f~_ r- ;81J 層群 lとの 2 つに大きく区分することができるつ浦抗

層群は，淡 ?kJ9X から j航海水域の tit 積層から構成されており，この間に，数帯の爽炭層をは

さんでいる。

また， f:j: 別層群は海成の土佐積層で海棲介化石が多く産出する c

III.2.2.1 浦幌層群

この rXI* 討の南東地域で，上部白う紀の根室層群のとに形成された Ir司会 l構造(留 5~~: 司会!)

の rrtj 翼に分布しているコこの地層ば岩山の山 Ii- から，留真層，推別層，舌す:層および尺 2;]

層の 4 つの累層に i叉♂予することができる τ これらのなかで，世別層と尺別居は，数枚の石

炭層をはさんだ淡水域 tfj:積層で，この地 J~~ の合;ミ層になってし)る{この閃幅内に発達して

いるこの層群は， 472 層が棟三岩層ないし旧社吉田が宇越していて， j!!l 1陥炭田の合炭古第三

紀層の周禄地 i戎的な忠 til をしめしている=爽宍層内の石炭層も， j')[I~ 役員田中央地域にくら

べると，その枚数や厚さが貧弱になっている

全体の地層の発達状態も，かなり忠くなっているつ

III.2.2.1.1 留真層 (Ru)

1936 留五府 西田彰一::)

1957 宿真累問 問弁敏雅 I)

模式地: チャンベツ川本流 i寺沢沢口付ぺ 2

分 布: wn~ jJ1J J; '1 のほぼ可翼に主 11支部吉相として発達しているこチャンベツ川，露呈

川，回目川交流のパケモノの沢が jミの沢などによく出'出している

構 造: NS~N 10 二EO 走[白 jで 40 コ ~50 コの傾斜をもった向釘構造を形成している

下位層との関係: 下日 fの白空紀層とほ，明瞭な侵蝕 rni をもって，不整合に接しているコ

岩'E rr および岩相: この地層の大部九、は，時岩層から構成され，わずかに泥岩や砂岩の

薄層をはさんでいるつ

棟岩は，雑色または陪亦色の己調で，かなり日硬である。準大から卵大， ときには人

頭大の円形ないし亜円形の慨を，合棟砂岩や粗粒砂岩で腹結したものである。 礁の種類
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は，赤色チャートがもっとも多く，ついで黒色粘板岩，暗灰色砂岩，白色珪岩，輝緑凝

灰岩，土方岩などである c この喋岩は，赤色チャート礁が，卓越しているところからた亦

玉礁岩、と呼ばれている

砂岩や泥岩のなかに 1->- 陪緑色または暗赤色の特ちょうある岩相のものが，かなりふ

くまれている。

この地層は，古第三紀の基民蝶岩層に相当する，主)11路炭田の中心地域の，別保層，春採

層，フミ寧層の 3 層 lこ対比される地層であるが， この図幅地域では，全層を通じて，ほぼ同

じような岩相累積をもっているので，一括して取倣っている c

この地層の下部は，ほとんど疎岩からなり基底部付近にわずかに炭買物をともなった砂

岩層がはさまっている c

中部および上部は，砂岩や泥岩をいく分はさんだ操岩層である。

層厚: 200m から 250m の厚さをもっている c

III.2.2.1.2 雄別層 eYe)

1957 雄別累層 棚井敏雅 4)

模式地: チャンベツ川上流のヤチダモの沢および留真川支流の君が代の沢

分 布: 留真向斜の両翼に帝国長く分:布している。チャンベヅ川上流地域，霧里川上流

域，留真川支流などによく発達している c 一般に，向斜の酉翼よりも東翼で発達状態がよ

(
)

、
A

P
ν

構造: 下位の留真層と，ほぼ同じ構造をしめしている

下位層との関係: 官真層のなかの隙岩が減少して，炭層をはさんだ泥岩および砂岩の

部分を雄別層との境としているが，累積状態は漸移であるの

岩買および岩本日: 泥岩と砂岩を，おもな構成員とし，疎岩，凝町岩および、石炭をとも

なっている。

砂岩は，帯青灰色の中粒から粗粒のものが多く，一般に，アルコーズ質である c 層理

は，あきらかである

泥岩は，陪灰色または灰色で，徹也てなやや砂質をおびたものが多い\いく分間硬で，

板状の層理かよく発達していると

このなかには，ところによって ， Corbicula や植物化石をかなりふくんでいる

礁岩は，赤色チャートの細操を多くふくんだもので，下位の留真肝のものとほとんど

かわらない。泥岩のなかに，わずかに発達しているが連続性にとぼしい c

凝灰岩は，淡青白色のベントナイト質のもので，角閃石両輝石安山岩質であると厚さ

1m から 3m ていどで留真向斜の両翼に追跡できる。

石炭は，全!胃を通じて， 3 枚~4 枚はさまれている、中部の炭層をのぞいては，あまり
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品質がよくなし~この石氏周についてば，応用地質の項でくわしくのベる c

この地層は，留炭田における 3 主要爽i芝居であるコ一般に， (，尼岩が中越している

また， i司 1;'1 の西翼にくらべて東翼民Ijでよく発達しているつ

下部は，泥岩の多い砂岩との互層で，局部的に喋岩をはさんでいるご炭層は， r司 ~'I の東

翼では， 2 枚みとめられるが，西翼には，ほとんどみられない。

中部および上部は，ほとんど泥岩からなっており，ときに，砂岩をはさんでいる。中部

には，下控 It';5:に，白色の凝灰岩をともなった厚い石炭層をはさんでいて， I珂;R'1の両翼に

追跡できる。また，上部の泥宕の中には，汽水棲の Corbicula の佑石を多数ふくんでいるつ

なお，この地層の最上部には， L!J丈 50cm ないし 90cm ていどの石炭層が，ところによ

って発達している。

化石: この地層の中部の石炭層のと盤から Metasequoi，α occidentalis (NEWBERRY) ,

や多くの植物化石を産出し，また，上部の泥岩の中からは ， Corbicu!asp. を産出したっ

層 j享: 向 ~'f の西翼部では， lO m~40m ，京冥では， 40m~70m の写さを，それぞ

れしめしているつ

III.2.2.1.3 舌辛層 (Sk)

1957 舌半累層 棚井敏 fit!)

模式地: チャンベツ川のヤチ夕、その沢

分 布: 留点「句会!の両翼に，ほぼ同じような発達状態で;寸イ Ii している。この地層は，

砂岩および操宕から構成されているので，一般に， 1Lrl頁稜線を形成していることが多いよ

うであるつ

構造: 堆別層と同じように，向斜構造をしめしている。両翼の傾斜は， 35°~50c て

いどである 3

下位層との関係: 堆別層長上部の炭層のと住である相官fーから中粒の砂宕を，この地層

の下限とし，岩相は漸移している。

岩買および岩相: おもに砂岩と棟方から構成されていて，ときどき，泥岩をはさんで

いるご全層を通じて，介化石を多く産する， ?領海な l) し浅海成のJ問責層である。

砂岩は，陪緑色または淡緑色の粗粒から中粒のもので，ときに，細粒砂岩をはさんで

いる。一般に，塊状で無府理のものが多く，脆弱である。細粒の撲をふくんでいて，分

扱は!1l~い。砂岩の中に二枚介類・を介類の介化石を多数ふくんでおり，ところによって

ば，密集帝を作って，はさまっているつ

暁岩は，赤色珪岩類を多くふくんでいる点で， 'Fi立の留真同のものとよく似ているコ

しかし， この地層の礁岩の中には，花尚質自の礁をかなりふくんでいることから，区別
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することができる

この地層は，全層が，よく似た忠訂の民寵であるので，さらに岩宵のとからお[j分する

ことは，同時である r 大きくみると，下部は，係官をまじえた， ;i.iil位から中粒ω砂岩層で

Os/rea の庶民帯を， 1 枚~2 枚はさんでいるご故 f-:部は，やや浮い，合i諜'Hi粒ないし中

Uづ号である c

中部は，合様相 l忙ないし r}l壮砂岩の中越した，保吉や沌宕との互層で Ostrea 帯をはさ

むほか，湖、海悼の介 fじ石をかなりふくんでいる

上部は， Ii操岩の多い吉相で，来日粒からヰl粒の砂岩をはさんでいるでこの部古からは，介

化百は，産出していないハ

このように， この問中国地域の百半層は，ひじように、旧粒な堆積物から帯山ーされており，

日持民田中心地以の古手層にくらべると，かなり百十日はちがっていて，やや河村tit積相に

似た持ちょうをもっている c

化 石: この地層の中部の砂岩から，つぎのような化石を産出したご

ChlamyskushiroensisUozm.n(お 15)

Nemoc αrdium ezoensisTAKEDA

Neptuneashita 初rensis MATSUI(MS)

また，中・下部からは Ostrea sp. が多く産する

層厚 80m から 130m ていどの厚さをもっている

III.2.2.1.4 尺別層 (Sc)

1957 尺別累府 棚井敏雅 4)

模式地: 仁主川支流の 1， 2 坑の沢

分 布: 留真司斜の両翼に和 i長;い ijifJJ; で:守がし，模式地のほかに，百点川支流の君が

;にの沢.千代の沢などによく発達しているごまた，仁生川中流で ifni 民断層の百 {WH こ，断層

にそってわずかに分布している

構 造: 留nl 可斜地域では， 15 辛層とほぼ同じような 5Er l'可・傾斜をとっていると仁三

川中流の田炭 ijf[; の沢では， N58~25s E, 70 士~75C SE の定inJ ・傾斜をしめしており，地

層は逆転している。

下位層との関係: 下位の舌半層とは， I球宕から，/0と立物をはさむ砂!(:fと if己宕の互層:二

移るところで境している士地層の累積状態は漸移している

この逆転構造は， i市幌断層が衝上断円的な性格をもって，西側の )j に.のし上ってしF 、る

ためであろうと考えられる
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岩質ーおよび岩相: おもに砂岩と泥岩を，構成岩相とし，ときに，喋岩をはさんでいるっ

これらの岩相の聞には， 1 枚~3 枚の炭層または炭質頁岩層をともなっているコ

砂岩や泥岩は，ともにド位の雄別層のなかの同質岩貨のものと，よく似ているが，一般

に，やや軟質である。

この地層の下部には，白色の{喋を多数ふくんだ，通称刊号糞棟岩ミと I平 lまれている特ち

ょうのある陳岩が発達している 3 この棟岩層;ま，留真司令iの東翼にだけ発達していて，国

翼や真田炭坑の沢では，みとめられないっ

炭層は，中部付近l乙粗悪なものがはさまっているコ仁主川支流地域では， 2m~3m の

山丈をもった炭層が発達しているが，そのほとんどが炭質頁岩であるごまだ，見回炭lieの

沢では， 50cm~30cm のものを 1 枚挟んでいるが，わずか南の仁生川本流では， 10cm以

下に薄化している。一般に，この地層は，向宇 i構造の東翼よりも西翼の方でよく発達して

おり，炭層も，西翼が厚く東翼では， 30cm 以下に薄化している。また，北から南にむか

つて，地層および炭層の発達がよくなっているつこの傾旬は，下位の唯別層の発達状態と

反対である c

層厚: 留真白 ~'I の東翼で， 2m~20m ， ~翼で， 10m~30m ，また田炭 jJI の沢

で， 12m 十の厚さを，それぞれしめしているつ

III.2.2.2 音別層群

この層群は，全層が，海成の Iff. 積層で，累積決態が，Hl粒立岩から約社主岩にしだいに

うつりかわる一つの堆積輪廻をしめしているので，奥本別層として，一括して取ほってい

る

III.2.2.2.1 奥本別層

1958 奥本別問 三谷勝利ほか九〕

この図幅の北東隅，仁生川中流域および留真向料地域などに分布しているコ

この地層は，岩相の上から， 4 つの部層に区乃される。

下部は，砂賀岩相，上部は泥 Dr-岩相を主な構成員としており，最下部中部および肢と部

に，岩石的な性質の似た凝り〈白岩の卓越した部層をはさんでいる ε これらの部層は，いず

れも海成堆積層で，二枚介類ゃを介類および有孔虫類の化石を，多数ふくんでいるっ化石

の種類は，石狩炭田の幌内勤物群に似ている。

この地層は，留真市 J斜地域および仁生川中流では，下部の浦幌層群を綬い傾斜不整合で

おおっているが，北東部地域の本別川沿いでは，浦幌層群をかいて，先白望紀層の上位に，

直掻不整合関係でのっているつ

- 20-



III.2.2.2.1.1 緑色砂岩層 (Ns)

1957 茶路累層・大曲砂岩層 棚井敏雅 I)

1958 ニセイケショマナイ川謀色砂岩層 三谷勝利ほかり

模式地: オネトップ川上流および仁生川中流地域

分 布: 本別川本流からオネトザプ川，ヒ流にかけての地域，仁生川中流から浦幌川本

流の活平にかけての地域および留真[fl]J;'\の両翼地域などに発達している。

構造: 本別川地域では， N20 コ~35~ E ・ 500~65° NW の走向・傾斜をしめした中 i ~~:t

構造をとっているが，仁，生川中流地域および留真向斜地域では，いずれも，向斜構造をな

している。仁生川では，走向は， N15°~20 コ E で， 65°~70° の急傾引をしめしているコな

お， {甫幌断層に;5:いところでは，地層が逆転している。留~~~河斜では， NlOo~50 コ E の走

什で， 30o~50° の傾斜をしめしている c

百質および岩相: おもに砂岩から構成され，ときに，操岩，諜n砂岩，砂I~I泥宕など

をはさんでいる。

砂岩は，陪緑色から淡緑色の塊状のものが多く，ときに，回理がよく発達した硬質の

ものをはさんでいる。いく分凝灰質である 3 中粒から細粒の砂岩で粗粒砂岩をわずかに

ともなっている。小豆大の燥を多くふくんでいる。また，ところによっては，火山岩の

小さな角礁をふくんでいるコ

この砂岩には，大小の同質団球，木jt，炭片などをふくんでいるほか，海棲介化石が

多数みとめられる c ところによっては，介化石が砂岩の層理問に列んで，密集荷を作つ

てはさまっている。

時岩または疎質砂岩は，砂岩の中にはさまっている薄円で，クリミ大から小巨大てい

どの円形や亜fIJ形の礁を，粗粒砂でH~結したものである。礁の種類は，黒色粘板岩・硬

砂岩・硬質頁岩・輝緑凝灰岩・亦色および緑色チャート・白色珪質岩などであるコな

お，仁生川中流地域で，この地層の基底部喋岩と考えられるところに，人頭大から拳大

ていどの円形礁を凝灰質黒色砂岩で穆結した礁岩層がある c この礁の種類は，ほとんと

安山岩質の火山岩礁で，火山円牒岩的または，集塊岩的な岩相をしめしている。このよ

うな岩相は，緑色砂岩層の基底部で，この地域に限られて発達している c

砂質泥岩は，この地層の上部で，砂岩と互層して発達しているつ陪灰色のやや l笠硬なも

のである。居理はよく発達している 3 このなかに凹球，細疎および化石をふくんでいるっ

この地層は，模式地吋;!lと留見向斜地域とでは，発達のようすがひじようにちがってい

る。

模式地の本別川上流の地域では，ひじように厚い地層で発達しており，中・下部は，喋

岩やi凍質砂岩をともなった，粗粒から細粒の砂岩層で，上部は砂岩の多い砂![!fift岩との互

層である。地層の厚さは，ほかの地域の 3{古から 4 倍に達してし)る二この地域では，緑色
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砂汗!骨が rll第三紀の j色町冒となっていて，先白望:紀1習の上に，望;L点操岩層をともなつての

っている c したがって，古第三紀時代の海侵は，本3iJ川吋j:iから北では，奥本別居の堆積

!日に，はじまっていることが， うかがわれる(しかしながら，乙のように守えることが，

妥当であるものかどうかについては，いろいろの珂から，検討しなければならない

仁宅川中流地域では，早さ 50cm から 1m の火山性の円瞭岩層が主民にあって，この h

1 ，}lr~では，合疎砂岩ないしすli粒砂万，京!11粒砂宕と砂百日宕との互層というような，下部から

ヒ部にむかつて忠利がしだし〉にやりかわっている

fd!?E!白1斜地域でも， ~~t貢態は，仁生川中流地民とほぼ似ているが，主民却には，火山

行:円探 J(~層はともなわれない

犯行: との地層の砂岩や同宣団球のなかから，つぎの海陵介化石を産出した士(魚

住日氏および野斗誤査n与の鑑定による。〉

Saccella ρseudoscissurata (TAKEDA)

Yoldia(Cnestrium)sp.

Por t! αndia sp.

Chlamyssp.nov.

NemocardiumezoensisTAKEDA

ClinocardiumassagaiensisYOKOYAMA

Venericardiα(Cyclocardiα) ellipticaTAKEDA

V.(C) expansaTAKEDA

PeriplomabesshoensisYOKOYAMA

Aの'a grewingkiMAKIYAMA

Naticasp.

Ne ρtunea charoellsisMATSUI (MS)

層 厚: 北東部の本別川上流地域では， 350m 以との写さをもっているが，主部では，

かなり薄くなっており，仁主川中流では， 150m十，官立 i可斜地同では， 30m~70m の字

さである

III.2.2.2.1.2 集塊岩層 (Ra)

模式地: 留点川支流君が代の沢

分 布: 腎司令!の両翼の，君が代の沢から i去のよ也民にかぎって発達していると

このことについてほ， 731]稿で発表する予定である

1958 年に発表した足寄太図幅では ， Clinoc αrdivrn shinjiense(YOKOYAMA) として

報告した化石である二
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構造: 下位の緑色砂岩層とほぼ同じである。

下位層との関係: 緑色砂岩層と上位の灰色泥岩層との境目に，局部的に発達している

地層で整合である。

岩質および岩相: 安山岩茸渠塊岩，角疎凝灰岩，砂岩，陳岩および安山岩質熔岩から

構成されており，ときに，やや堅硬な泥質岩をはさんでいるつ

砂岩および泥貰岩は，この地層の上・下位の地層のなかにはさまっている砂岩や泥賀岩

と，ほとんど同じものである。

火山岩類は，顕徴鏡下で観察すると，角閃石紫蘇輝石安山岩で，仁生川中流地域に発達

している。下位の緑色砂岩層の基底部の火山性円牒岩の奇襲の宕買と，ほぼ同じである。

層 厚: 留真向斜のもっともよく発達しているところの東翼では， 40m~50m，百翼

では， 20m~40m の厚さをしめしているが，北にむかつて，しだいに薄比している。そし

て君が代の沢の北側では，数 m になっている。

III.2.2.2.1.3 灰色混岩層 (On)

1957 茶路累層，茶路加泥岩層 棚井敏雅~)

1958 オネトップJrI灰色泥岩間 三行勝利ほかみ

模式地: オネトザプ川中流

分布: 本別川本流から fネトザプ川を横切って，浦幌川本流までの地域，オネトッ

プ川中・上流の北 (51，!]の山稜部，仁生川中流および留真司会 lの中心部などに発達している。

構造: オネトザプ川地域では， N308~35° E ・ 300~40 コ NW の走向・傾斜をしめし

ている。なお，この分布地域の延長部に当る浦l院川本流では， N40Q~GO° E ・ 700~80;) SE

の走向・傾斜をとり，地層は逆転しているつ仁生川中流では，東側は緑色砂岩層に，百仮 :j

は，川上層群・本別沢層にそれぞれ断層で接している c 分布のようすから，この部分は，

東側にある向斜構造の西翼の一部が断層でおちこんだものと考えられる。

留真向斜では， N1O;)~60° E の走1句で， 30o~60° ていどの傾斜をもった向斜構造をとっ

ている。

下位層との関係: この地層の下限は，北部の本別川では，緑色砂岩層のなかの砂岩の

多い泥岩との互層から，泥質岩の卓越した岩相にかわるところにおいた。また，留ょミ!司令l

の南部では下位の集塊岩層から泥貿岩手目にかわるところにおいており，乙の境は，かなり

はっきりしている。

北で集塊岩層が尖滅しているところでは，本別川地域と同じように，砂質岩にとむ岩相

から， i尼質岩の卓越した岩相にかわる部方に境をおいた。
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岩1~および岩相: おもに， I尼?うから構成され， I民lq頁岩，砂14";.尼岩，砂岩および凝民

吉などをはさんでいるつ

泥岩は，時灰色または灰色のやや"1'.硬なものであるつ照埋は，はっきりしないものが

多いっ風化すると，淡灰色または民褐色の薄し、板状 )1ーに破砕されやすく， ところによっ

ては， I葱状構造が発達している。

大・小の泥灰質問球をかなりふくんでいて，用理 l前に列んで情集していることもあ

る。また，ときに，玄能石がみとめられるハ化石は，有孔虫にとんでおり，ときに二枚

介類，を介類がみとめられる。

なお，泥岩には， I:，，~硬で，板状の間理面がよく発達しているものが，この地問の上，

中部にあるっ砂岩は，民青色または淡灰色の I:'，x.硬な，中粒から細粒の砂岩である。下部

には，下位の緑色砂岩用のなかの砂岩とよくにた，やや JJ1! ;1たの砂官がみとめられる lコ一

般に，泥岩のなかに，薄い地層ではさまっているつ

この地層の下部は， ;1己守の卓越した砂lEiや砂泥J止?との互層であるが， FI二郎は，ほとん

どが，塊状の泥宕からなり，わずかに硬貨泥宕や砂岩をはさんでいる。なお，中・上部に

:ま，かなり大きな泥J)と日 l干lJまが多くふくまれているつ

万t目の平岡的なちがいは，あまりみられないようであるつ

{じ 石: 泥岩およびift ~}(Tq'団球のなかからつぎのような[じIiを産出した。(里子タトの鑑

定によるものハ)

人もlculana sp.

Yoldiasp (Yoldia(Tepidoleda)sobrinaTAKEDA Type)

Portlandi α (Portlandelta) ct r. α'atasei (KANEHARA)

Cardiumsp.nov.

Macomasp.

Concoce!lasp.

Tur ηtella ρoronaiensis TAKEDA

TrochocerithiumwadanumYOKOYAMA

Olivllasp.

また， iit 岩のなかには，有孔山をかなりふくんでいて，ところによっては，密 ~;fi1W を作

っている ζ つぎのものが J* 尽されたョ(浅野清!手土鑑定による τ)

BuliminaezoensisYOKOYAMA

B. spp.

PlectofrondiculariapachardiCUSHMAN andSCHENCK

P. gracilisSMITH

人Todosaria sp.

CibicidesyabciASANO
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!員 厚: オネトップIi!で 450m ，留 ι 可民地 Ii'えでは， 300ml~'， とである

III.2.2.2.1.4 凝灰質砂岩層 (Nt)

1957 縫別累府 開井敏雅1)

1958 ニセイケショマナイ川凝灰質砂岩府 三谷勝手Ijほかり

模式地: Mjlp5~J[1 本iJi fで央本別層と本別沢層との持する断層

分布: 本別川の左岸からオネトップ}I!の北側までの日の地に，細長くわずかに fラ

布しているほか，模式地 ft; Clでも，断層のきわに，わずかに発達している τ この地層は.

この図柄の北東部にだけ:分布している c

構 造: 本別川地上或では， N30~ 士E ・ 35
8

土 NW の走i可・傾斜をしめしているが，模

式地付近では， N40o~60c E の走向で， 70 コ~80° の逆転傾引をしめしている c

下位層との関係: 乙の地層の下限は，泥ヨ岩のなかに，凝り〈女黒色砂宕層をはさみは

じめるところである。累積関係は整合である

岩間および岩相: 凝灰白砂岩と泥岩との互層で，ときに氾岩や知機凝)J疋岩をは

さんでいる

)>>(灰質砂岩は，暗黒色の粗粒から中粒のもので，粗しようで境:!たの外観をとっているハ

顕微鏡下の観察では，合角閃石汗通輝石安山岩の微J\ーが多く，このほか，粘被告や占;色

チャート，緑色珪質岩の微J\もふくんでいる

この砂岩は，岩相の地域的な変化がかなりはげししときには角幣凝灰岩質の岩析に

かわる。

泥岩および硬質i尼官は， 下位の灰色泥岩田のなかの同質岩と同じ性質をもつものであ

る亡

この地層は， J手さ 50cm から 80cm で凝民質の黒色砂戸層を，かなりはさんでいる氾ゴ

岩相で，砂岩層をともなっていることから下位の地層と区別している c

黒色Ii少岩の I二・下盤にある氾岩は， ・~~z に， ):ll! l:'lで以の層がよく発達している c

層序: 上限は断層で切られているので不明であるが，模式地 [j1lで，厚さが 40m 以

上であるわ

IIJ.2.3 新第三紀層

この図柄の北東の l明から，ほほ NNE~SSW の方向をもって走っている浦 ~x 断層の百伺
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の地J.r'~;こ!よく発忌している

このの北(日Ijに i非政する足苛太iてj l i1 !司

ムJi ，J-.，...t:，つわ円引」 州T 入、:7<-てーーァ事!ァヘィ、 r' 工11マタ〔七 Lノちて寸ト:a ~ t 1_ .,.-.,.. 一戸干、 ス

〆 Lヰム.';'A.- t コ\...\こふ， i主人がじん i\」三つ υ~I刈|ボ~ ，コ牙コ '·l'，巳!目 υJ 己\_ V~- --'C.v' -8づ

この地lE xの新第二紀層(土，中新Il t に属するJ[ U二層群と，鮮新世に局する卜 Jj九層群とに

この地層は，古第三紀冒と断 1門で接しているが，

この 2 つの l屑 Ii 下は， J'i 交不整合の関係で諒しているつ大きくわけられる

\

1ノ堆保佐々

川上層群

JT 別居昨・ I({ 別府十知!よ層群

厚内府群 棚 -H 二敏雅~)

川上回 m: 三谷勝利ほか九)

III.2.3.1

1953

1957

1958

この地層の構成員は，山口頁岩・凝!文賀川岩・凝宕・砂岩・凝目黒色砂完などで，

令層を通じて，海棲動物{巳石を産する海成 lif:積層であるコ

構成している岩相のちが l) から，本別沢層，仁生層および貴 ζ日層の 3 つの累層にほサ

できる

本別沢層III.2.3.1.1

:谷勝手IJ ほかめ本別沢田1958

この ['s]IIJ 厄この地層は，は標式地では，二・下の 2 つの部層に区分することができるが，

地ほ i守では，下部の地層は，地表には露出していないっ

(Hm)板状頁岩層III.2.3.1.1.1

オネトザプJ[[中流模式地

ネトザプ川， j甫1慌川， Jll 流 {if川および仁主Jljなどの地域 lこ発達しているイif :、
一J

これらの地域では甫幌断層の百刊にそって，細長く分布しているコ

模式地では， N10 つ~30 Cl E ・ 40 Cl~62° NW の走1 ・傾斜をしめしているが，ユu·構

この沼の浦rr見川坦区では，螺ij~rktE断層ゃれn~J晃断層の影智をうけて，断層ぎわでは， N40ー

なお，断層からはなれ土E ・ 80 べ~85 SE の走 (lJ ・傾斜をもった，逆転帯 j立をとっている

だ地点では， N35 ケ~40' E ・ 80· NE の辺傾斜の単利碍 j主であるつ

さらに，この I'~iirrl~ の百部地 1}1~ の仁主川や 7ff]! 院川本流では， N 15 コ~25° E , 20 、~40° NW

のJ主 jlLa， {I頃 引をしめしているコ

川上層詳(ま，8第三紀の奥本別層およびヒ部古里紀!吾と，断層で出下仕屑との関係:

しているので，これらの地層との累積関係は監察できないコこの断層は，北部地域で，2~

I'sJ~白地J."~内 で(ま，奥本別層の最hi却の凝砂岩層と，この地層とが践し3!1;l;j iYrみられる

ているコ!日J者は，黒色凝沙Zjで特ちょうされている地層であるが，この岩相と，ひじよ
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うによく似た凝灰白砂岩は.本別沢層のなかに，多くはさまれている c 両地層中の間賞の

黒色砂岩層が断層の両{[iflにあって接している所では，どの部すで，両地層を区分してよい

か判別することが囚味である J

岩!日および岩相: おもに四百頁岩・岩から構成されているほか，凝阿賀砂岩， ~沙岩・

凝同宕などをともなっている。

硬質頁岩は，時灰色ないし灰色で，風化出は，陪褐灰色にかわっているハひじように

畦質堅硬で厚さ 20 em~30 em ごとに杭状の剥理而が発達している c 断口ば， 介殻状ま

たは樹脂状断面や尖塔状の断直lを作っている。風化すると，長 7J t反状の岩nーに破砕され

やすい。一般に，砂質泥岩で分級がEいわときに，灰白色の火山灰質の桐粒物質をふく

んでいる。また，泥灰質I:'Jj 球や保存のわるい二枚介類・を介類・有JL虫類などの化石も

みとめられる。

写真第 1 図版 本別沢肝の硬質板状頁岩(浦 l幌川上流)

泥岩は，陪灰色または黒色のかなり凝灰質なものである η 一般に砂質をおび，軟らか

い。風化すると，不規則な小岩 )j- に彼砕されやすい、灰白色の火山!κ賃制11*，'[物質や汗干[

小礁などを斑点的にふくんでいるつ硬質氏岩と正門していることが多い」
ぅ÷

凝灰質砂岩は，暗黒色または灰黒色をしめした粗しような塊状砂岩である一輝石や角

閃石の鉱物Jlーを多くふくんでいる η 風化すると，やや淡黒色の秋山な岩村lになりやすいっ

この岩相のなかには，凝灰岩や角礁凝灰岩状の岩質をもった部分が，部分 IYJ;二ふくまれ

ているごまた，火山岩の小岩片をふくんでいる

* 野外では，黒色砂岩と呼んでいるわ
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川流布川支流のオンネナイの沢でほ，この砂岩の中に，弱い iil:Dえがみとめられた J

砂岩は，淡褐灰色または惜育灰色の，中粒から細粒の区硬なものである。かなり凝民

質であるコ硬質頁岩や泥岩などと互層しているコ

本別沢層は，全層を通じて， fJlI! 1'守頁岩や黒、色凝8(1守砂岩の卓越した，凝灰質泥岩との互

層である。とくに，中・上部には，黒色凝灰宜F.j、岩を多くはさみ，下部には，硬質頁右・を

多くはさむ傾向がある。岩相の平面的な変化はあまりみとめられない士

なお，この図幅の北に隣接する，足寄太図幅内で，中部に発達していた， ::::緑色凝灰岩、

によく似た岩相は，ここでは，みられないっ

化石: 二枚介類・巻介類の化石は，保存がひじように悪いので，種類を決定できる

ものが少ない。野外では，つぎのものがみとめられた。

Nuculanasp.

Lucinomasp.

Venericardiasp.

iv[acomasp.

Naticasp.

有孔虫化石は，つぎのものを採集したっ(浅野清氏鑑定)

CyclamminaconthellataBRADY

C. japonicaASANO

C. ezoensisASANO

Haplophragmoidissp.

Bulimin σρ upoides d'ORBIGNY

B. ゲr prZurad'ORBIGNY

B. spp ・

B. cfrezoensisYOKOYAMA

層 厚: 全体の厚さは，下限が断層で切られているためにわからないつもっとも軍く

発達している，オネトザプ川で， 410m であるつ

III.2.3.1.2 仁生層

III.2.3.1.2.1 硬質頁岩層別 i)

1958 仁生層・硬質頁岩層 三芥勝利ほかコ〉

模式地: 仁生川下流流域

分 布: 本別川支流の 1 の沢から才ネトザプ川の下流，吾妻の沢上流を横切って，浦

幌川本流にいだる地域に，広く発達しているつこのほか，神社の沢中流，仁生川下流から

本 この砂岩の小片を水中に入れると，わず、かに油膜ができる c また，かすかに油臭があるづ
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浦幌川本流活平付近にいたる地域にも，帯決に発達をしている。

構造: 本別川の北側の地域では， N20o~40° E ・ 200~40° NW，本.3iJJ[ I沿し〉では，

N40o~60° W ・ 300~40 コ SW， オコトトザプJllから吾妻の沢にかけての地域では， N10°,

30"E ・ 300~50° NW の走向・傾斜をそれぞれしめしている。また，仁宝川下流の地域で

は， NlOo~25 E ・ 300~40° NW の走向・傾斜をしめす単斜構造をとっている。

下位層との関係: この地層の下限は，本別沢層の凝灰質黒色砂岩にかわって，鞠色の

凝史質の堅硬頁岩が，はさまりはじめるところにおいた。累積のようすは，漸移関係にあ

る。しかし，本別川流域のオネトザプ川の川口から 200m ほど上流にさかのぼった，左岸

の露出では，写真第 2 図版にしめしたように，明瞭な地層の境界がみられる。ここでは，本

別沢層の硬質頁岩と泥岩との互層の上位に，角操板状の硬質頁岩や亜円形の古期岩類の操

をかなりふくんだ，凝克J:'tの棟質砂岩が， 20o~25° の斜交角で 3m~4m の厚さでのって

いる。さらに，この地層の上位には，仁生層の特ちょうのある翻色の堅固な頁岩や灰白色

の硬質凝夫岩と砂質泥岩との互層が続いており， E業立砂岩をはさんで，構成岩相がいく分

ちがっている。この様質砂岩層は，ふくまれている蝶の種類から，基底蝶岩均な性格をも

っているように考えられる。斜交した層理面は，部分的に， 20° 内外の角度をもってい

る。しかし，ほかの部分では，ほとんど平行しているところもあり，また，上位の仁生層

のなかに偽層層理が発達していることから， if'i交不整合的関係になると考えるには，不明

石撃である。この図幅内では，本別沢層と仁生層との坑のみられる露出は，このほかに，

写真第 2 図版 本別沢層と仁生層との境界の斜交層理(本別川上流)
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写真第 3 図版 第 2 図版の接写

数個所あるが，いずれも，傑質砂岩や斜交関係はみとめられず，岩相は漸移している。

このように，野外調査の結果のみからでは，両地層は連続した累積関係をもっているも

のと考えられる資料が多い。それで，一応，整合漸移の関係をしめしているものと考えて

おく c なお今後，古宝物学的や堆積盆の広がりなどの面からの検討をおこなっていくこと

によって，はっきりとした結果が生み出されるのではないかと考えられる。

岩1'1."および岩相: おもに，堅硬質頁岩・砂質泥岩から構成され，凝灰質泥岩・砂岩お

よび凝灰岩などをはさんでいる c 全層を通じて，凝灰質岩相が卓越している。

I:荘硬な頁岩は，駒色または黒い飴色でひじように竪硬な泥岩である。板状の剥理由が

発達している c 断口は，介殻状断面をしめしている。この泥岩は，ひじように破璃質で

微細粒の惨状の火山灰質粘土が原岩と考えられる。 1 枚の単層の厚さは， 20cm-30cm

である。

砂質泥岩は，暗灰色ないし黒色で，やや硬質である。しかし前者にくらべると，かな

り軟かし、。灰白色の火山灰質細粒物質を斑点状にふくんでいる。風化すると，不規則な

板状の小片に破砕きれやすい。また，珪藻類や放散虫の化石を，まれにふくんでいる。

凝灰岩は，灰白色または淡緑灰色の 2 種類がある。灰白色のものは，微細粒質で!空硬

である。堅硬頁岩と互層することが多 L、。また，淡緑灰色のものは，やや粗しような，

中粒ないし細粒の凝灰岩である。なお砂質泥岩の中に，やや厚く発達していることがあ

る c

砂岩は，灰褐色ないし帯青灰色の中粒から細粒のものである c いく分硬質で，板状の
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同理が発達していることが多いっ

仁宝屑のもっともよく発主している，本店，1J[! • 1 の沢および 2 の沢では，日制の上から，

3'fit'こ Iズ:うすすることができるコ

下部は ·~i， rj.!頁E，!と白色凝く討を多くはさむ抄岩との互層であり，中部は ， f引立

状の砂TT;)l己主ヲにとむ，砂:う・凝百Ii;宕の互層で，堅(:出貞宕は，ほとんどみられない c ま

た，上部は，下;rolft とほぼ同じような宕討をしめしている c

このような果店悶係は，本別川の本流および支流の地域では， )手さの 1{IRーこそあれほぼ

共通している。

南部の模式j也['1・;C[では，累積のようすは，かなりちがっている ι この地域では，上・下

の 2 帯に j5(分される c 下部は，堅同頁岩の多い，砂買泥岩・砂岩との岩層， 主部は，砂質

j尼忠と砂YJとの互屑であるっ上部にはわずかに，堅!IU!頁岩をはさんでいるごこの地域では，

灰白色の凝i)~ 'Gや決緑色の凝ピ宕は，ほとんどみられない c

写真第 4 図版 仁生時の I:\，'~硬工〔岩と i尼岩との互開(仁生川下流)

なお，まえにのべた，本別川ifrU域の 1 毘出でみられた際貿砂岩は，ほかの地域では，全

くみとめられなかった c

化 石: 上部の砂質泥吉のなかから，放散点や位藻類の{じ石が，わずかに採集された

ほか，化石は，全くみられなかった。

層 厚: もっともよく発達している，本別川:z流の 1 の沢では，厚さ 525m であるが，

南方にむかつて，急激に l手さは減少して，大石の、沢では， 220m，仁生川では， 160m--
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200m である。

III.2.3.r:3 貴老路層

1957 厚内累層白糠累層 棚井敏雅\)

1958 貴老路層 三谷勝利ほか九〉

この地層は，岩相のちがいから，緑色砂岩層と泥岩層の二つの部層にわけることができ

るつ

III.2.3.1.3.1 緑色砂岩層 (Kb)

模式地: 本別川支流の吾妻の沢下流

分布: 北東地域に発達している。とくに，本別川支流の 1 の沢，吾妻の沢，川原の

沢・浦幌川本流の農業用ダムの付近などに，よく発達している。

構造: 本別川の北側では， N20ー_50ー E ・ 20°_25° NW ，模式地付近では， N20 コ

_30ー SW ，川原の沢では， N20° 士E ・ 40° NW の走向・傾斜をそれぞれしめしている。な

お，浦幌川本流では， N40° 士E ・ 65°_80° SE の走高・傾斜で，地層は逆転しているコ

下位層との関係: 下位の仁生層の上部層の，堅硬頁岩にとむ泥岩と砂岩の互層の上位

に整合関係でのっている。

岩質および岩相: 淡緑色の粗粒から中粒の，やや凝究費砂岩である。粗しようで分級

は悪い。砂岩のなかに，米粒大からキンカン大の円形擦をふくんでいるほか，介化石の破

片を，まれにふくんでいるつ

この地層は，仁主層の靭J色，堅硬頁岩のひじように多くはさまった岩相の上位に累積し

た，板状泥岩と砂賀泥岩との互層の聞に，比較的軍く発達している砂岩相である。そして

仁宝層と貴老路層の坑界を追跡するときの，よい鍵屑になる。したがって，この地層のと・

下に続いている岩相は，地域によっていく分ちがっている。また，この図幅の南部の地域

では，このようなj享い砂岩相はなく，貴老路層の基底は，砂賀泥岩と細粒砂岩の互層であ

るコ

化 石: 2 枚介類・巻介類の化石倣片をふくんでいるが，その程類はわからない。

層 !享: 模式地付近では， 160m であるが，模式地の北方や南方にむかつて， しだい

に薄くなり，本別川支流の 1 の沢では， 30m-40m, 7甫|院川本流では， 50m十であるコ

オンネナイの沢から南の地域では，発達していないっ

III.2.3.1.3.2 混岩層 (Km)

模式地: 浦幌川本流川上付近

分 布: 本別川支流のワラビの沢・本別川本流・川原の沢・会館の沢・オシネナイの沢・
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川流布川・神社の沢および仁生川の支流の小沢などの流域に， NNE~SSW の延長方向で

帯状に発達してl) る c

F毒 造: 本別川本流および支流の地域ではァ N lOD~20 ヨ E ・ 300~40° NW の走向・傾

斜をしめしてし)る。 浦幌川本流では，いくつかの断層で，寸断されており，断層ぎわでは，

かなり急傾斜をしめしているが，一般に N25ー.---40ー E ・ 25°~35° NW の走向・傾斜であ

る己なお，ユカノレネ/ェナイ沢沢口付 ;11:では，地層は逆転してし)る c 川流布川から仁主川ま

での地域では， N10ー~30° E , 30つ~45Q NW の単斜構造をとっている。

ド位層との関係: 北部地域では，絶色砂岩層の上位に，また首部では，仁主層の上位

に，それぞれ連続して累積している。

岩買および岩相: おもに砂1U-i)E岩・泥岩から溝成されており，砂岩・凝り:岩・堅凶頁

岩などを，はさんでいる。

砂質泥岩および泥岩は，暗灰色または灰白色のやや暗硬な塊状のものである。層型は，

不明瞭で分級が恋し、二風化すると，決褐)パ色ないし灰白色になり，風化 WJ にそって，不

規則な板状J\ーに彼昨されやすい(一般に. t則正質で、灰白色の i手石小り~や火山灰質の微粒

をふくんでいるしまた，ところによって，珪藻にとんだ岩質の泥岩がみられる。

泥質岩のなかには，大・小の j尼灰質問政や 2 枚介類・を介類およじ:珪藻類の化石がふ

くまれている c

砂岩には，青灰色あるいは灰緑色のやや塊状の，粗粒ないし中粒の砂岩と，淡続灰色

または灰褐色の堅硬な細粒砂岩とがある亡前者は，いく分凝灰質でときに，黒色の凝灰

質砂岩によく似たものである。一般に，やや厚い単層で，泥質岩の中にはさまっているさ

写真第 5 図版 貴老路層の泥岩と円形団球 u甫幌川上流)
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写真第 6 図版 貴老路用の砂質泥岩と細粒砂岩との五 l骨

砂質泥岩の風化破砕片の状態をしめす(押社の沢)

後者 i主，板状の層理がよく発達している。泥質岩と薄い板状の互日をしていることが

多 L 、。

この地層は，全般に，泥1~q'・の岩相が，ひじように中越しており，持ちょうのある見本Iiや

累積状態は，ほとんどみとめられない。

下部は，やや竪l却な泥岩と，砂質i尼岩や砂岩との互層で，ときに，黒い飴色をしめした

堅硬頁岩層や凝灰岩の薄層をはさんでいる。中部は，塊状の泥岩と砂貰泥岩との互層で，

ときどき，やや厚い粗粒から中粒の砂岩層をはさんでいる。なお， j，尼灰質団球や化石をふ

くんでいる。上部は，泥質岩の優勢な砂岩との互層である。

この地層は，つぎにのべる十勝層群基底の不整合で削長Ijされているので，地層の発達状

態は，地域によって多少ちがっている。北部の会館の沢や浦幌川本流で，もっともよく発

達しており，乙の地域では，まえにのべたように，上・中・下の三層に区分するこ fとがで

きる。しかし，ここから，北部や南部にむかつてしだいに上部および中部の地層は，不整

合で削られて川流布川では，下部層と中部層の一部分が仁生川では，下部層だけが発達し

ているにすぎない。

化 石: 泥質岩のなかには，ところによって，二枚介類・巻介類の化石をかなりふく

んでいるが，保存の悪いものが多い。鑑定できたものは，つぎのようなものである。(魚

住悟氏および野外の鑑定による)
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NucuZanasp.

Aci!asp.

YoZdi σ (s. s)n.sp.

Y. (s.s)sp.

PortZandia(Port:andella)sp.

Turritellasp.

このほか，魚鱗・ i毎日 11 類および、珪藻類のノ白石が産仁困するコ

層 厚: もっともよく発達している会自の沢で， 1,100 m，浦幌川本流で， 950m であ

る 3

南部では，かなり薄くなり，オンネナイの沢で， 240m，川流布川で， 352m 十，神社の

沢で 190m，仁生川で 410m である。

III.2.3.2 +勝層群

1953 本別層群+池田層 佐々 保雄の

1958 十勝層群 三谷勝利ほかり

標式地: 足寄町付近の利別川および足寄川流域

十勝層群は，この図幅のほぼ半分の地域を占めて，広く発達している。標式地では，地

層の堆積盆の広がりのちがいや構成岩相のちがし功玉ら， 本別層・足寄層および池田層の 3

つの累層に区分されているが，この図幅内では，本別層と足寄層との地層境界が，ひじよ

うに不明瞭になっているために，区別しなかった。全層を通じて，凝灰質岩または火山砕

屑岩が卓越している。とくに本別層の上部と足寄層は，そのほとんどが火山砕屑岩層で，

足寄層堆積の末期に，十勝北部地域でおこった熔結凝灰岩の火成活動の司駆的活動によっ

て供給された火山性物質が堆積したと考えられる地層である。

十勝層群は，最下部の海成堆積層，上部の汽水成または淡水成堆積層およびこれらの問

に，はさまっている，陸成堆積盆の堆積層から構成された累層群である c

標式地においては，これら 3 つの累層の，相互の累重関係は，准整合 (Quasiconformity)

であると考えているつ

この図幅地域では，本別層と足寄層との関係が，ひじようにぼやけて l J るところが多い

が，ところによっては，不連続堆積と考えられるような地層境界もみられる。ー椴に，こ

の図幅内では，まえにのべた陸成堆積誌の堆積層が，標式地にくらべて急激に薄化して l J

て，この盆状地の南側の周縁部分に堆積したものと考えられるような，累積決意と岩相を

しめしている。したがって，足寄層の上位にある池田層の基底部は，北から南にむかつて，

しだいに下位の地層と接するような状態をしめしている c
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噌."

下位層との関係: 下位の川 E層群とは，第 9 図にしめしてあるように，かなりいちじ

るしい，斜交不整合関係で接している。

この接触状態は，)lj上付近の浦幌川本流・川流布川本流・仁生川本流・活平付近の浦幌

川流域などで，観察することができる。

i) 浦幌川本流川上付近

写頁第 7 図版にしめしたように，川上層群と十勝層群とが， 30° 以上の斜交関係で接

している。

写真第 7 図版 川上層群・貴老路層と十勝層群・本別層との斜交不整合

(浦幌川中流)

川上層群は，貴老路!骨の泥岩部層の上部が分布しており，陪灰色の砂質泥岩が，わず

かに細粒砂岩をはさんで発達している。

不整合面は，かなり大きな振幅をもった不規則な波状面である。

十勝層群;土，不規則面の上に発達しているわずかに亜門礁を散点した，凝灰質砂岩・

凝灰岩および礁質岩の互層である c なお，不整合面のすぐ上位にある凝灰質砂岩は ， i為
う~ 7)

用屑理をもっている。

* この不整合関係の観察できる露出から，約 500m くらい下流に，十勝層群・本別層の

示準化石を多数産するところがある。橋本は，数年以前にこの化石を含む層準が，この

不整合面の傾斜を延長してくると，むしろ，延長線の下に入るものであって，その当時

の幾品層(川上層群・貴老路層)の化石帯であると発表した。しかし，その後の調査の

結果から，この化石帯が，不整合面の上部にくる岩相であることがわかったので，この

報告では，従来の説を訂正している。
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ii) 川流布川本流のオンネナイ沢二股地点から，約 2km 上流の地域

川上層群と十勝層群は，約 60
8
以上の斜交関係で接している。

川上層群は，貴老路府・泥官府の中部の ，賢灰質中粒砂岩と，やや!弔い砂賀泥岩との

互屑が分布していて 80" 以上の念、傾斜をしめしている。

この互層の上位には， 10 二 ~20° NW の傾斜をもった，拳大ていどの換をふくむ喋岩層

にはじまる十勝層群がのっている。ここでは，十勝層群は，喋岩・疎質砂岩および砂質

泥岩の薄い互府で厚さ 50cm ていどの浮石質凝灰岩層をはさんでいる c 不整合面は，i)

の地点でみられたような，不規則な波状凶 I をしめしていない。

iii) 仁生川下流の，困道の橋から 100m 上流の地点

写真第 8 図版にしめしたように， 30 :1前後の傾斜をもった川上陪詳の上に， 6D~10° の

傾斜をもっ十勝府 j~¥ がのっているコ

写真第 8 図版 川上層群・貴老路間と\-勝層群・本別居との斜交不整合

本別層基底部がもり上っているところに炭化理木がある(仁生川下流)

川上屑群は，貴老路屑・泥岩田の中部から下部の，陪灰色の砂質泥岩と細粒砂岩との

互層である。十勝層群は，基底部に，やや不規則な波状面を作って，板状の凝灰質な砂

質泥岩または泥質凝灰岩が発達しているつ不整合面の上には，礁岩や含喋質岩相は，発

達していない c なお，この露出では，不整合面のところに，炭化した立木が，川上層群

の泥岩のなかに，根をおろしているような状態で，化石化している。また，幹の根元の

部分では，十勝層群の地層がいく分もり上っている。

vi) 浦幌川本流の活平付近の国道の橋から約 500 m 上流の右岸にある山腹の崖

ここで、は， 35° 前後の傾斜をしめしている貴老路用・泥岩層中部の暗灰色の砂質泥岩

と細粒砂岩の互層の上位に，ほとんど水平に，脆弱な礁岩を主体とした岩相がのってい

る。不整合面は，不規則な波状聞をしめしている。醗岩のなかには，川上層群の仁生層

にある，駒色の堅硬質な頁岩の礁が，多くふくまれている。

このように，十時層詳は，この図幅内では， Jf[ と層群上部の貴老路層・泥岩層と接して

いるが，北から南にむかつて， しだいに上部層準から中部層準の地層をおおう状態をしめ

している。また，不整合面における，両方の地層の斜交角は，ところによってかなりちが

っている。とのことは，川上層群と十勝層群との堆積盆の形がひじようにちがっており，
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また，うけた構造運動もちがっていたことをしめしている。

本別層および足寄層Ill.2.3.2.1

この地層は，火山砕屑岩層を基底部にともなった，粗粒質の海成堆積層と，これにつづ

いて形成された陸成堆積盆内の堆積層とから構成されている。

これらの堆積層は，岩相のちがしコから，基底火山砕屑岩層・螺湾操岩砂岩層・稲牛央亜

炭層および浦幌坂凝りミ岩層の四つの部層lこ区分される。この 4 部層のなかの一部の地層

この図幅の中央部から南側の地崎では，欠除している。は，

十勝層群の模式地における本別層と足寄層との地層区分は，この図幅の北部地域までは，

はっきりしているが，大部分の地域では，足寄屑に相当する地層はひじように薄くなり，
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ところによっては，はっきりしなくなっていて，全地域にわたって， [宝刀することが困雑

であるコしたがって，この雇では，本別層の段ー[二部の凝可岩層と，同の凝民岩から構

成されている足寄層ピ相当する地層とを一括して，新ナニ Jこ浦凝岩層と名目けて取批

つだコ

III.2.3.2.1.1 基底火山砕屑岩層 (Hv)

1958 本別層・基底火山仲!青岩層 三谷勝利ほか，-，)

模式地: 本別川流 l:oxの大石の沢沢口からわずかにド流の左岸のIf;哀

す fif: ワラピの沢土流から，模式地，会館の沢， i甫幌川本流などを横切って，川流

布川本流;す iii にいたる問の地域に， NNE~SSW の方/1]で， f!? 止に細長く分布しているコ

川流布川から南の地域でほ，この地層は， _[-.10:の地層と区方することが閑雑となっている。

構造: 模式地付近で(ま， N40o~60 つE ・ 10" 士 NW，浦間J! I*ijjfでは， NS~N lOoE ・

10° 土 NW の走 Ii可・傾斜をそれぞれしめしているつ

下位層との関係: 川!二層群を，合!交不整合におおっているコ

岩買および岩本日: 凝只岩・凝ら日貿泥岩・火山円I深岩または， I環宕などから構成されて

も〉るつ

凝灰岩は，灰白色の粗粒から細粒のものである。粗粒な凝灰岩は，粗しようで浮石や

角喋状の火山岩の礁を多くふくんでいる。偽府同理の発達していることが多い。また，

細粒凝灰岩は， _.般に板状の屑理が発達しているが， ところによって細かし、葉理がみと

められるつときには浮石の小喋をふくんでいる場合もある σ 風化すると，灰白色の粘十.

状の岩相にかわりやすし、。安山岩質である。

凝灰質泥岩;工，まえにのベた細粒凝灰岩と，ひじようによく似た岩射をもっている。

灰白色または淡灰色で，版状の!脅理がよく発達している。

火山円喋岩は，円形または砲円形の玄成岩質安山岩の喋を，凝灰岩あるいは凝灰守砂

岩で穆結したものであるつひじように軟弱である。

この地層は，北半部地域にかぎって発達しており， J-:部の地層とはっきり医分できるつ

しかし，発達のようすは，ひじように悪い。なお，この北半部地域内でも，浦幌川本流で

は，火山砕屑岩の平越した岩層がみられるが，川流布川地域では， J::'h'[層の操岩・!喋質砂

岩などと，火山砕屑岩類とが互層している。さらに，この地域の南側では， fi操質岩と砂岩

との互層で，最下部付近に，薄い数層の火山砕屑岩がはさまっているだけで，発達のよう

すが悪くなっている。このように，南部地域では，火山砕屑宕層の名残りはみとめられる

が，一つの部層として独立できるていどの累積状態をしめしていない。したがって，地17J

f~lでは，この地層の発達は川流布川の南側で，尖減しているようにしめしておいた。また，
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この地層のよく発達している本別川本流の北側の地域では， i手百貨凝灰岩・細粒凝灰岩・

凝吠質泥岩などの互層で，ときには瞭岩や1諜質砂岩をはさんでいる。

層 厚: もっとも厚く発達している本別川流域では， 15m-20m であるが，浦幌川

本流では， 10m 以下となり，さらに川流布川では，数 m となっている=

III.2.3.2.1.2 螺湾磯岩，砂岩層 (Hr)

1958 螺湾礁岩・砂岩層 三谷勝利ほかみ

模式地: 本別川本流のモザプの沢沢口から下流の流域

分布: この図幅のほぼ中央に， NNE-SSW の方向で，帯状に発達している。とく

に，浦幌fI fから北側の地域には，かなり広く分布しているつこのほか本別川・モップの沢・

クザタノレシナイ沢・クザタノレ Vプイ沢・会開の沢・浦|幌川・川流布川などにもよく百出し

ている。

このほか，この図柄の沼田隅にある卜弗川流域の，背合 l溝jli の良部のところに，わず、か

に発達している。

構造: 本別川の北側の地域では， N35°_60
o
E ・ 12°_35° NW の走向・傾斜をもっ

た単斜清造をとっているが，この南側では，ほぼ， N-S の方向の小規模な背斜および、，bJ

斜構造が発達しており，その一般走向は， N6ー -10"E で， 8"_20° の傾斜をしめしてい

る。この背斜および、 i臼斜構造は，浦幌川では，みられない。なお，この地域と，さらに南

方の地域では， N5ー_30ー E ・ 10°_30° NW の走珂・傾斜をもっ単斜惇造をしめしてい

る。十弗川流域では，走向が N 20
c
-40 つ E で， 20°_30" の傾斜をもったゆるい背斜構造

をとっている c

下位層との関係: 基底火山砕屑岩層の発達している地域では，下位層の凝灰質岩が，

乙の地層の陳岩や砂岩と互層しながら， しだいに移りかわっている。また，関幅の南部地

域では，川ヒ層群の貫主ー路層と， ;]4 交角が 20 。前後の斜交不整合である。

岩1q- および岩相: 棟岩・砂岩・砂質泥岩の互層累積層で，ときには， 1尼岩や凝!グミ岩を

はさんでいる。いずれも凝 f-j(質である c

礁岩は，構成する礁の岩質から大きく 2 つの型に区分することができる。

2 つの型の 1 つは，硬質頁岩， (とくに，川上層群のなかの硬質頁岩に似ている)砂

岩・泥岩などの第三紀府が供給源であると思われる，礁から構成されているものであ

る。外観は，帯褐灰色でいく分軟らかい。一般に，ピスケット大からキンカン大の扇平

礁が多い。また，礁の割合が多く分級もよし、。基質は，凝灰質の粗粒または中粒砂であ

る。なおこの瞭岩は，砂岩や礁質砂岩とリズミカルな互層をしていることが多い。

ほかの牒岩は，おもに古期岩類や火山岩類の礁から構成されているものである c 外観
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写真第 9 図版 螺湾牒岩砂岩層の牒岩』一一硬質頁岩の礁を主体にした喋岩

(モップの沢)

写真第 10 図版螺向礁岩砂岩間の磯岩ー 古期岩類の礁を主体にした礁岩

(モップの沢)

は暗灰色または灰色で，かなり堅硬である。礁は，粘板岩 . Jj; 色チャート・ホルンフェ

ルス様の岩石・花嗣岩・安山岩・浮石・硬砂岩・硬質頁岩などである。一般に，オレン

ジ大から E主粒大までの円磨された，扇豆形や亜門形の映が多く，まれに主主大以上の喋を
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ふくんでいることがある c 基質は i疑 jκ質の粗粒砂岩または合陳砂岩である。分級は

\"なお， この陳岩は，単府で!享く発達することがあるほか，礁質砂岩や粗粒砂岩と不

規 liJ] にまざりあっている場合もあるつ

以上のベた 2 つの~~!のほか，陪灰色の軟質な泥岩角践がひじように多いものや，ほと

んど浮石映ばかりのものもときにみとめられる

棟岩のなかには ， i尼)天質 Lll J水，木 jr，炭 )1今などの異質物のほか，二枚介類，巻介類の

化引をふくんでいる c また，砂岩や泥岩を， レンズ状に，はさんでいることもある。

砂岩は，粗粒から細粒のものである。粗粒砂岩(工，陪i 緑灰色または荷褐灰色のひじよ

うに iljtJ7(質な砂告で，浮:t i礁や火山岩喋をふくんでし、る。一般に，塊状で，厚い単用で

発達しているこ偽回同型がみとめられるつ中粒や細粒の砂岩は，帯青灰色ないし干if褐灰

色で}ややj:受硬である c 版状の節理が発達しているものが多い。礁岩や砂質泥岩と， リ

スミカノレな互 i胃をしている*tH傑・木片・炭片・泥JX質問球・浮石などをふくみ， とき

には，介化:むを産する c

写真第 11 図版 螺向礁岩砂岩層の偽層層理(モップの沢)

砂質泥岩は，陪灰色のやや軟質なものである c 川上層群の貴老路層の泥岩とよく似て

いて，新鮮な露出面では，区別することはむずかしい。風化すると，貴老路層の泥岩は

灰白色となるのに対し，この地層の泥岩は黒色ないし暗色になる傾向がある。

なお，分級が忠く，砂質の岩質の岩相を，ところどころにふくんでいる。また，灰白

色の火山灰質の細粒物質を散点状にふくんでいる。細礁・木片・同球などのほか，二枚

介類，在介類および有孔虫類の化石がみとめられる。

この地層は，模式地付近では，下限から， 150m くら Lリイ~\l~のところに，まえにのべた

基底火山砕屑岩層と，ひじようによく似た，浮石賀凝灰岩・凝j天質砂岩・礁岩などの互層
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写真第 12 図版 螺内喋岩砂岩層の互層(本別川下流弁慶洞付近)

した厚さ 7m-lO m の部分が，はさまっている c この部分を境にして，上・下両部分の岩

相の累積状態が，いくすちがっている c

下部層は，操岩・砂岩・砂質泥岩のリズミカノレな互層である c また，これらの岩相が，

それぞれ単層で!亨く発達している場合もある c

::"FortipectentakahashiiYOKOYAMA 動物化石群集、は，この部分から，産出すること

が多い ζ

上部層は，操岩と砂岩との互層累積で，ところどころに泥岩をまじえている。下部層に

くらべて岡賢で，露出ほ，大きな崖を作っていることが多い。化石は，わずかに産出する

にすぎない c

模式地における，このような累積状態も，浦幌川流域では，その様子がかなりちがって

いる σ 暗灰色の細粒砂岩ないし砂質泥岩が，ひじように卓越していて，ところどころに疎

岩をはさんでいるていどである

さらに南方の川流布川のオシネナイの沢では，この地層の下部の 100m ていどの部分は，

陳岩・疎質砂岩・砂岩・砂質泥岩などの互層で操質岩が優勢であるが，上半部になると，

むしろ砂質泥岩や砂岩の多い互層となる。操岩には，径 10em 以上もある大傑がふくまれ

ている。

仁生川やこの付近では，この地層の露出がほとんどないので，はっきりした岩相の累積

状態はわからない=なお，仁生川では，基底部の不整合面の下に，炭化した埋木の化石が
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あり，これをおおって，螺湾陳岩砂岩層が堆積している。活平付近の浦幌川流域では，主

底部岩相の中に，薄lユ亜炭層をはさんでいるのがみとめられる。また， I喋岩のなかには，

かなり大きな操がふくまれている。

十弗川背斜地域では，やや岩相が，ほかの地域とちがっている。おもに凝天質の細粒砂

岩ないし砂質泥岩からなり，ときに粗粒砂岩や含奇襲砂岩をはさんでいる。

以上のべたような岩相の平面的な変氾とともに，地層の厚さもかなりちがっていて，模

式地から南方にむかつて，急激に厚さが減少している。

このような，堆積状態のちがいは，螺湾疎岩・砂岩層が堆積した当時の海盆の，位置的

な相違を反映しているもののようで，仁生川付近は，堆積盆の周縁部を占めていたものと

考えられる。

化 石: この地層の下部層からは，ミFortiρecten takahashiiYOKOYAMA 動物[じ石群

集~iJ)， 産出する。つぎに模式地における上部層と下部層とに区分して，産出イじ石をあげる。

下部層(魚住↑吾氏および野外調査の鑑定)

Acila(Truncacila) nakajimaiOTUKA

A. (T.) gottschei(BOHM)

Portlandia(Portlandella)sp.nov.

Chlamyssp.

Fortipectentakahashii(YOKOYAMA)

Patino ρecten yessoensis(JAY)

Venencardia(Cyclocardia)sp.

Clinocardiumefr ・ . shinjiense(YOKOYAMA)

C. ca!i/orniense(DESHAYES)

C. ciliatum(FABRICIUS)

Macoma(s.s)tokyoensis(YOKOYAMA)

Macoma(s.s)sp.

Peronidiasp.

Conchocelabisect α(CONRAD)

Myacunai ξ(ormis (BOHM)

そのほか巻介数種

上部層(増田孝一郎氏および魚住悟氏鑑定)

AciZa(Truncacila)sp.

Yoldiasp.

Chlamy 雪 n. sp. (dr.Chlamysislandicus(MULLER))

Musculuslaevigatus(GRAY)
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Clinocardiumca!iforniense(DESHAYES)

Serripeslaperous(DESHAYES)

Conchoce!abisecta(CONRAD)

]v!acomaoptiva(YOKOYAMA)

凡f. incongrua(MARTENS)

Hiatellaorienta!is(YOKOYAMA)

Panomyacfr.ampla(DALL)

凡今α japonica JAY

NeptuneaSp.

AncistrolepisSp.

Buccinumn.sp.

有孔虫は，つぎのようである。(-[二回定次郎氏および吉田三郎氏鑑定)

Epistominell αρ ullchella HUSEJIMAandMARUHASI

Cassidulin α laevigata cari r.αta CUSHMAN

C. sagamiensisASANOand NAKAMURA

BolivinacatanensisSEGUENZA

Cribroeli ρhidium ezoenseASANO

ElphidiumyumotoenseASANO

Eponides(Buccella)frigidusCUSHMAN

E. haidingerii(d'ORBIGNY)

Nonionsp.a. {j

UvigerinayabeiASANO

U. bifurca!ad'ORBIGNY

ιsp.

Rotaliasp.

Gyroidinasp.

Bulimina?sp.

層 写: 模式地 fJ; !lでは， 450m 前後であるが，南方にむかつて， 亭さは薄くなり，

j由民川では 300 m+ ，オンネナイの沢で 300 m , }I I 流布川で， 125 m，仁生川で 80m 前後で

あるコ

III.2.3.2.1.3 稲牛爽E炭層 (Ni)

1958 稲牛爽亜炭府 三谷勝利ほかめ

模式地: モザプの沢の二股交流

分 fl;: 模式地から，本別川の鉄橋のやや上流までの聞の山頂部に， NNE~SSW の

方向をもって細長く分布しているほか，史小屋の沢の上流や，ブラツナイの沢の山頂付近
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にも発達している

構造: 模式地f;J-;CCでは， NlOo~25°E ・ 15°~25°NW，炭小屋の沢付近では， N60c

土E ・ 5°~7°NW，ブラツナイの沢では， N15ー E ・ 13° NW の走 J司・傾斜をもっ単斜構造

をしめしている

下位層との関係: 下位の螺湾 i喋岩砂岩層の i喋岩と砂岩との互層から，浮石賀凝灰岩，

凝灰質砂岩・角牒凝灰岩などの多くなる岩相に移りかわるところに両地層の j克をおいた。

岩質および岩相: 砂岩・泥岩・陳岩・凝灰岩から構成されていて，数枚の亜炭の薄層

をはさんでいる。全層を通じて，凝灰 11- 岩相が卓越している。

砂岩は，淡緑色または灰褐色の中粒から細粒のもので，ひじように凝灰質である。や

や軟弱で，ときに，偽層が発達している。木片・炭片・浮石および細礁をふくむ O

泥岩は，帯黄灰褐色の凝灰質なものである c 砂粒をかなりまじえていて，分級は悪い。

風化すると，粘土状のものにかわりやすい。植物葉化石を，かなりふくんでいる。

疎岩は，暗灰色の外観をしめして，キンカン大から小豆大ていどの亜角礁を，粗粒砂

で穆結したものである爪螺湾喋岩砂岩屑の礁岩とにているが，とくに赤色チャート礁が

多い。

凝灰岩は，灰白色で，浮石にとむ粗しようなものである c ところによっては，角醗凝

灰岩状の岩相をとっている。

亜炭は，ひじように粗悪なものである乙一般に，連続性にとぼしい。模式地では p 厚

さ 20cm のものと， 5cm 以下のものの 2 枚をはさんでいる。

この地層は，中部に，赤色チャート礁を多くふくんだ持ちょうのある喋岩層をはさんで

いて，この際岩層のと・下に発達している岩相は，いく分構成員がちがっている。

下部層は， 1手石賀凝灰岩の多い，砂岩や泥岩との互層である。また上部は，泥岩の多い

砂岩や凝灰岩との互層で，わずかに探岩をはさんでいる。亜炭層は，中部の操岩と砂岩と

の互層の中に，はさまっているぐ本別川沿いでは，わずかに，炭質物をふくむていどにす

ぎない c

このような，模式地付近の累積状態も，本別川沿いになると，凝灰 lq 砂岩と泥岩との互

層のなかに，浮石賀凝灰岩や棟岩をわずかではあるがはさむようになる。 炭小屋の沢やブ

ラアナイの沢では，赤色チャートの礁をふくむ操岩が，厚く発達している。亜炭層が 1 枚

~2 枚はさまっている c

この地層は，模式地から南方にむかつて， しだいに発達がわるくなり，本別川の南側で

尖減している c

化 石: 模式地付近の泥岩層のなかに双子葉植物化石が，かなりふくまれている c 保

存はよくない c
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層 厚: 模式地付近では， 200m ていどであるが，本別川では， 50m 土となり，さら

に在日幌川では，全く欠除している c まずこ，炭小屋の沢では，下限はわからないが， 75m ];{

I" 弔中ザ.'-の Q 亡

III.2.3.2.1.4 浦幌坂凝灰岩層(新称) CUt)

1958 本別居・トブシ凝灰岩層十足寄間 三谷勝利ほかの

模式地: 浦幌坂の道路わきの崖

分布: ブラツナイ沢流域から本別川までの問の山地帯 ， I甫幌坂およびキロロ沢の付

近，貴 ;ζ 路部付近の浦幌川および川流布川流域，仁主から活平までの聞の浦幌川右岸およ

び十弗川背斜の東翼部などに，それぞれ発達している。

構造: ブラツナイ沢付近では， NlOo~15° E ・ 200~28° NW，浦幌坂およびキロロ

沢では， NS~N30° E ・ 10° NW，貴老路部付近では， N30o~40° W.6°~12°SW ない

し， N20o~40° E ・ 100~23° NW，仁生付Jfiでは， N lO°土W ・ 7°SW，十弗川では， N20ー

土E ・ 300~40° SE の走向・傾斜をもっゆるい単斜構造をとってし)る c

下位層との関係: 本別川以北の地域では，まえにのべた稲牛爽亜炭層から漸移してい

る。図幅の中部から南部の地域では，稲午爽亜炭層は尖滅.していて，この下位の螺湾疎岩・

砂岩層と接しているョ岩相の上からは，両地層は，かなりちがっているので，明瞭に区分

するととができる乙地質構造は，ほとんどかわらない。乙の地域は，稲牛爽亜炭層が，陸

成堆積誌のなかで形成されていた問は，おそらく，無堆積の環境におかれていたものであ

ろうと考えられる士したがって，両地層は，一応不連続の堆積関係をしめしているが，乙

の現象は，高次の規模のものとは考えられない。

岩買および岩相: 粗粒から泥質の凝灰岩で構成されている c

粗粒凝灰岩は，淡い桃色ないし灰色で，塊状のやや硬し、，ときに的層屑理が発達して

いる。なおこの凝灰岩は黒ごまを散点させたような外観をもっている ρi手石や石英安 l Ir

岩の小さし、角珠を，かなりふくんでいて，角礁状凝灰岩や浮石賀凝灰岩の岩相をしめす

場合が多し九また，ところによっては，いちじるしい乱堆積の岩相をもったものがある c

この乱.l it 積相のなかには，凝灰質泥岩や細粒凝灰岩などを，大きな塊やレンス状の塊で

ふくんでいるほか，硬質頁岩， I日硬凝灰岩，赤色チャート，安山岩などの異質の大きな

礁をかなりふくんでいる。また，亜炭質物質や木炭片などもみとめられる c 粗粒凝灰岩

は，一般に，風化すると，粗しようとなれ不規則な節理が発達して，大きく崩れやす

くなる c

細粒の凝灰岩や泥質凝灰岩は，灰白色または帯黄灰色を呈している c ともに，明瞭な層

理や葉理が発達していて，板状に長 IJ 理しやすい性質をもっている。ときには，偽層がみと

められる 風化すると，黄褐色の凝灰質粘けたの岩相になりやすい c これらの地層には，
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写真第 13 図版 浦幌坂凝灰岩層の塊状凝灰岩(浦幌坂の崖)

炭質物や浮石などがふくまれている。一般に，浮石質粗粒凝灰岩と細かな互層をしてい

る。この地層は，模式地付近では，岩相の上から 4 つに区分できる。

最下部は，塊状の角喋状凝灰岩，浮石質凝灰岩，粗粒凝灰岩から構成され，やや堅硬な

岩相をしめす。この岩相の露出は，大きな躍を作っていることが多い。

第 2 帯は，細粒~泥質凝灰岩と浮石質の粗粒~中粒凝灰岩との細かい互層であるコ板状

写真第 14 図版 浦幌坂凝灰岩層の板状凝灰岩とその偽情層理(浦開坂の崖)
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写真第 15 図版 浦幌坂凝灰岩層最上部の乱

堆積岩相とその基底の波状面

(この露出の最上位の喋層は，浦幌川水系の

第 2 群段正堆積物である) (浦幌坂の最)

の層f甲.や偽層j官J宝がよく発達しているとこの部分には，ときには，厚い浮召質凝灰岩が単

層で，はさまっている場合もある c また，植物注有機物買を多くふくんだ泥琵凝ば岩や泥

炭質粘土状の凝灰岩などもみとめられるご

第第;3 帯は， 和粗但I:、粒;

束粒立~(泥尼質凝!ばグべく岩と j浮手仔質凝灰岩との薄薄 lい3互層をはさんでいる O 偽層層理もみとめられる c

最土部帯は， ;rut!:積状の岩t日をもっ

た，浮石賀~角操状凝灰岩や凝灰1~'砂

岩から構成されている。下位の第 3 帝

との地層境界には，かなり不規則な波

状面がみられる士この面の上には，赤

色チャート， :?:rJJ岩，同質頁岩などの

亜円燥を散点させており，また，少し

性質のちがった，凝灰岩塊をふくんで

いる。このような事実は，両地層が堆

積する過程において，不連続の関係に

あったことをしめしているものであろ

うと考えられる。

模式地におけるまえにのべたような

地層の累積状態ほ，模式地の南側や西

側の地域ではそれぞれの区分された帯

の厚さは，すこしちがつてはしユるが，ほぼ追跡することができると

浦l幌川流域では，最下部層は，やや薄くなっているが発達している c また，模式地にお

ける第 21Wと第 3 北:との区分は，はっきりしなくなっており ， ifさ質の凝灰岩が 1干越してい

る ι

キロロ沢およびこの付近の利別川沿いの慢では，模式地における第 3 帯と，最上部の地

層が分イIj している(ここでは，両帯の地層境界同はみられない亡最[二部には乱堆積の岩花

が発達している、そして，このけ;tにつぎにのべる池田層がのっている

模式地のiヒ向ijの地域における累積状態(土，模式地とはすこしちがっている F むしろ，こ

の図幅の北に隣接する足寄太|当!隔の南端部の累積状態に似ているコここでは，稲牛爽亜炭

層の I二位にはかなり早い浮石凝り:岩と角膿犬凝灰岩層が発達していて，部分的には細位

から ， iJt1:1の凝岩をはさんでいる σ この地層は，足寄太[て j幅内のトブシ凝定岩層に相当
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するものである。また，この地区のパンケセシピリ川の支流では， 1手石質凝灰岩の上位に

は，角礁状凝灰岩や凝灰~t合瞭砂岩・泥岩からなる地層が発達している。この部分は足寄

太図幅内の，足寄層・上利別集塊岩砂岩層 lこ相当する地層である。利別川流域の河岸では

浦幌坂凝灰岩層の最上部は，塊状で石英安山岩の角傑や浮石をかなりふくんだ粗粒凝灰岩

層である。この岩相は，足寄太図幅で，下愛冠熔結凝灰岩層の周縁層として取扱った凝!疋

岩と同質のものである。この粗粒凝灰岩は，本別町の万年橋のところまでは，北から追跡

できるが，この南側では，尖滅している。なお，十時層群の標式地では，上利別集塊岩砂

岩層と下愛冠熔結凝灰岩層との聞に， 3 つの部層をはさんでいるが，本別図幅の北部まで

の間で，これらの部層は尖滅しているようで，北部地域では，みとめられない。

このように，足寄太図幅内に厚く発達している足寄層は，本別図幅内では，その一部の

地層が，北部地域にわずかに発達しているにすぎない。ほとんどの部層は，両図幅の境付

近で尖滅しているようである。また，足寄層相当層の全体の厚さも，いちじるしく減少し

ている。そして模式地付近ではと利別集塊岩砂岩層に相当すると考えられる岩相だけが，

下位の地層と，不連続的な接触状態をしめして，発達しているつしかも，この岩相はいち

じるしい乱堆積相をもっている。

層厚: 北部の炭小屋の沢およびブラツナイ沢では， 450m であるが，浦幌川や川流

布川流域では， 350m，仁生川付近では， 150m である c

III.2.3.2.2 池田層

1932 池田層 大石三郎，渡辺武男1の

標式地: 池田町千代田から下利別までの山地地域

この地層は，汽水域から淡水域の環境のもとに堆積した，砂岩，泥岩および操岩の累層

でJ享薄の亜炭層をはさんでいる。なお，最上部には，海棲介化石を多くふくんだ，やや厚

い砂岩相をはさんでいる。

標式地では，岩相の堆積輪廻の上から， 5 つの部層に区分されているが，この図幅地域

内では，下部の 2 つの部層が発達しているにすぎない。

下位層との関係: この図幅地域の北に隣接する足寄太図幅説明書に，下位層との累草

のようすを， くわしく記載しであるが，この図幅内でも，下位層との地膚境界を観察でき

る露出が， 2-3 カ所ある。

本別川の北側の地域では，池田層は，足寄層の最上部にある下愛冠'培結凝り〈岩層に相当

する地層の上に，のっている。両地層の境界付近は，やや不規則な波状境界面をもってい

る。池田層は，凝灰質i尼岩や砂岩と疎'l1!-岩との互層からなっている。主!貞操岩は，発達し
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ていないっ

中央地域では，足寄層の最下部の上利zil集塊岩・砂岩層l乙相当する苦し堆積のいちじるし

い岩相のJ二{こ，池田層がのっている。地層の境界面は観察できない。

さらに，南部の地域では，足寄層 lこ相当する地層は，尖滅しているコこの地域では，本

別層上部の凝り〈岩層のとに，池田層がのっている c 北に隣接する足寄太図幅地域から，本

別図幅の南部までの問では，池田層の基底部地層は，北から南にむかつて，足寄層上部の

地層から，下位の本別層のと部の地層までを，段々におおってきている{このようすは，

ちょっとみると，池田層とこの下位の地層とが斜交した累重関係をしめしているかのよう

であるコしかし，まえにものべたように，足寄層は，北から南にむかつて， しだいに薄氾

して尖滅していくような陸成堆積層であるので，このような累重関係だけからでは，高りこ

の時間間隙や削剥作用などを推測することは，当を iLj ていないのではなし〉かと考える二し

たがって，池田層の下位の地層とは，准整合関係でかさなっているものと考えている、

I1I.2.3.2.2.1 ピリベツ爽亜炭層 (Ip)

1958 ピリベツ爽亜炭層 三谷勝利ほかり

模式地: ピリベツ川下流流域

分布: 商部地域に広く分布している。模式地付近のほかに，利別川流域，浦幌川の

西側山地，十弗川流域などによく発達している。

構造: 中央部から南部の，利2l UJllと浦幌川とにかこまれた地域では， NNE~SSE

ないし NNW~SSE の延長方向をもった， 2 対のゆるい背斜および向斜構造を形成してい

る。地層の傾斜は，一般には， 10
0
以下であるが，局部的には ， 200~30 つ，ときに 40 0 て

いどの急傾斜をしめしている。

また，利 2l IJJf [の北西部地域では，断層で寸断されているが，部分的な向斜構造が形成さ

れている。地層の傾斜は， 5°~15° であるが，断層ぎわでは， 40 0
以との急傾斜をしめし

ている。

岩質および岩相: 凝りミ質の中粒~細粒砂岩と凝灰賀泥岩との互層で，凝灰岩，亜炭，

諜質砂岩などをはさんでいる。

砂岩は，新鮮な面では灰白色あるいは灰色で，風化すると帯黄灰褐色にかわる。中粒

から細粒のものが多く，軟質脆弱で分級は悪し、。凝灰質で ， 1手石をふくんでいることも

ある。細粒砂岩の中には， ところによって，褐鉄鉱化作用をうけた扇干ーな凶塊をふくん

で、し、る。

泥岩は，時灰色または灰色で，風化すると，灰白色または帯黄灰色にかわる。水をふ

くむと脆弱になり，粘土化しやすいっ凝灰質で j手石や火山岩の礁をふくんでいる J 植物
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写真第 16 図版 ピリベツ爽亜炭層・西中凝灰岩層の展(手IJ別川流域)

性物質(木片，木皮，木の実や種など)が多数みとめられ，ところによっては，有機質泥岩

のような外観をもったものもある。このなかには，ところによって，小型の Corbicula を

ふくんでいる c

際質砂岩や粗粒砂岩は，凝灰質で，浮石を多くふくんでいる c ひじように軟弱で，分

級は悪い偽層層理が発達していることが多い。

写真第 17 図版 ピリベツ爽亜炭層の亜炭をはさむ砂岩と泥岩の互

府一一中央の板状の部分が日立炭(手IJ別川流域)
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凝灰岩は，粗粒~細粒のものであるむ細粒や泥質の凝灰

岩は，灰白色で，分級はよし、。砂岩や泥岩と互居してい

る c ときに部分的な層間宮曲をしていることがある

粗粒から中粒の i疑氏岩は，灰白色または帯桃白色で，7.K

をふくむと陪灰色となる 3 厚屑で発達することが多く，厚

用のものは鍵層として追跡することができるご塊状のやや

目硬なもので，分級(主 :W I，、。浮イ iや石英安 Iii 岩質のノj 、角礁

をふくんでいるご岩石学的な性質や露出の状態は，池田開

の下位にある，足寄 Ii首のなかの凝灰岩層と，ほとんど同じ

である c

亜炭は， 10 数枚はさまっており， J享さは，大体 30em 以

ドのものが多いが，この中の数枚は， I字さ 50 em1;)，上であ

る υ 炭化のていどがひじように忠く，木皮，小伎などが，

そのままの形で炭化している ο 乾燥すると，薄い f浜市;に長 !J

理しやすいぐ

この地層は，粗粒から中粒の厚い凝灰岩をはさむことと，

中部に偽層層理の発達している含礁粗粒砂岩をはさむこと

で，特ちょうづけられている。 厚い凝町岩は，ピリベヅ川流

域の西中付近で，よく発達しているので，西中凝!ペ岩層と名

付け，鍵層として，分布地域に追跡することができる。厚さ

は，西中付近で 30m ていどである「ピリベツ爽亜炭層の基

底から 70m~80m 上位にはさまっている

合操粗粒砂岩層(ま，西中凝灰岩層の下位 20m くらいのと

ころにはさまり，この砂岩層のと・下は，砂岩己岩および

亜炭の互層である ζ

亜炭層は，全層にわたってはさまっているが，とくに.合

時粗粒砂岩層の下げに多くみられるようである c

化 石: 亜炭および山岩のなかに植物イ主物質がかなりふ

くまれているごとくに ， lv[enyanthes とヒシの実が多い。ま

た，泥岩の中から ， Corl町ula sp. が産出している

10

炭

出

席

内

5

Offi
層 j手: どりベツ川流域や勇足付近で 130m 以← 1--: の尽さ

第 11 図 ピリベツ爽亜炭

をもっているハ 層の柱状図の一部
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II1.2.3.2.2.2 豊田央軍炭層 (It)

模式地: 本別町勇足付近の利別川河岸

分 布: 勇足付近からピランベツ川，ラワンベ川などの流域にそって発達しているほ

か，十弗川の流域やシンノ νケセタライ沢の流域にも分布しているつ

構造: 模式地付近では N 30oE~N 10 0W ・ 100~15°NW~SW ，十弗川地域では，

N800E~EvV ・ 7°~20oNW の走向，傾斜をそれぞれしめしている士シンノシケセタライ

沢では NNW~SSE 方:臼の向斜構造の底部に発達しており， 6c~100 の傾斜をもっているつ

下位層との関係: 下位の地層とは，陳岩ないし操質砂岩で涜している c 勇足付近の利

別川右岸で観察できる。岩相の累積状態は，この I漂白岩層をはさんで，下位のピリベツ爽

亜炭層とほとんと、かわらない。

岩買および岩相: 凝灰賞砂岩と泥岩の互層からなり，亜炭・凝只岩・陳岩または!深ヨ

砂岩をはさんでいる。それぞれの岩貨は，ピリベツ爽亜岩層のものとかわらない。

この地層の泥岩と砂岩との互層は，それぞれの単層がややノ享い単位で互層しているもの

が多い。また，泥岩の中には，有機質泥岩がかなりふくまれているコこの泥岩には，とこ

ろによって，小型の Corbicula や Macoma などをふくんでいて，この地層が汽水性の堆

積層であることを示準している。

亜炭は，下位層にくらべて，いく分少なくなり， しかも厚いものはみられない。

化石: 勇足付近で，泥岩の中から，小型の Corbicula sp. を産出したほか，十弗川流

域の富岡小・中学校の付近で，小型や大型の Corbicula sp. のほかに，種属のはっきりしな

い二枚介類，巻介類の化石が産出する。

層厚: 勇足付近で， 100m 以との厚さをもっている。

III.2.4 第四紀層

この図幅地域に発達する第四紀層は，段丘堆積層・扇状地堆積物・氾濫原堆積物および

火山灰層である。

III.2.4.1 段丘堆積層

この図幅内の平坦段丘面の発達の状態や，地形発達史の概略については，地形のところで

のべたが，最近までにおける河川争奪などによる，流路の変更は，きわめていちじるしいっ

利別川と浦幌川との流路の比高差が，極端に大きいことについては，まえにのぺた c こ

の差異は，両河川の流路の地質条件や，水量の相違などにもとづくものであることは，明

らかである。浦幌 JI [は，利別川にくらべて，この図幅地域までの延長距離が，かなり長い

うえに，中流に発達している古第三紀層および，より古い地層が，頭部侵蝕の進行をいち
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写真第 18 図版

ブラツナイ沢付近の解析 Iii地から，浦!幌川の台地をのぞむコ盆地のところに，本

別町市筒と干IJ 別川がある

写真第四図版

浦 l向上反脅口付近から，本別町市街および来Ij]]!] 川水系の平均段丘面をのそ、む
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じるしく阻止している。したがって，この地域の調査だけで，両水系がつくる段丘堆積物

!日を対比することは，無理である。十弗川水系にいっても，同様である。それで，次のよ

うに，それぞれの水系ごとに区分した。

高位段丘堆積物

一
浦
幌
川
水
系
一

一
白ι
十
層
群
一

一
十
弗
川
水
系
一

一
日
一
日
一
日
一

一
庄
一
丘
一
丘

一
群
一
群
一
群

一
切
一
日
一
第

一
概
略
川
崎
一
向

第 1 群段丘堆積物

第 2 群段丘堆積物

(Tn)

十弗川上流のホロカ付近西側の山頂と，浦幌川の南側の山地などの地域に発達する棟層

であって，このほかにも，断片的に平坦面が発達している。 l ユちじるしく侵蝕された平叩ー

高位段丘堆積物III.2.4.1.1

面の，名残りの部分にのっている陳層である。大形から中形の古期岩類の円操を多くふく

んでいる c これは，本別層や池田層のなかの傑岩から供給されたものと忠われる。この段

丘堆積物は，北に隣接する足寄太図幅内の，高位段丘堆積物の第 1 段丘堆積物に相当する

ものと考えられる。

利別川水系段丘堆積層群III.2.4.1.2

この水系の段丘群は， 3 つに区分される。

(Ttl)第 1 群段丘堆積物

ラウニ/ベJfIとこの図幅の北西部の，負僚の北で，標高 192.5 ill の三角点のある台地と，

ピランベツ川とにはさまれた台地とに発達している。この平士 fU 国は，標高 164.0 ill1打♀ま

で南東方:r eT]にむかつて，ゆるく傾斜している。

際層は，厚くない。また台地上には，人頭大から拳大の円操が散点している。そして，

表層には，ローム状の褐色粘土層がのっている。足寄太図幅内の第 2 および第 3 段丘堆積

物に相当するものである。

(Ttz)第 2 群段丘堆積物2

ピランベツ川の西側の台地，および， {ill:;~里拓 lWUi 告をなどのある台負服，東条牧場，

地を作って広く発達している c 標高は，北部の仙美里拓ヂ m講習の台地では， 135ill~123

m であるが，負節目 jミでは， 122ill~ 114m. 東条牧場付辺では， 100m 前後で市にむかつ

この閃幅の調査中には，この 2 個所に操牌がみられたのみであったが，詳しく調査する

と，このほかにも，隣府が残されているところがあるものと考えられる。
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写真第 20 図版 利別川水系の第 2 群段丘堆積物の喋層(負描台地にて〉

て， しだいに標高が低くなっている。また，手iJ別川の左岸にも，標高 100m から 80m の

ところに断片的に発達している。右岸にくらべて，発達は L) ちじるしく悪い。陳岩の厚さ

は，負服付近では 4m~10m，仙美里西方では 4m~5m であるつ表面には，ローム状の

褐色粘土をのせているつこの段丘堆積物は，足寄太図幅地域の中イ立段丘.r#，積物に相当する

ものである。

3第 3 群段丘堆積物 (Tt3)

第 2 群段丘堆積物とは 25m~30m の比高差をもっているつピリベブ川の両岸や手 ij別川

の本別市街の南西側の右岸などによく発達しているつ

ピリベツ川では，左岸では，標高 130 m 前後から 80m まで，ゆるく傾斜した平則的 1を

作っており，右岸では標高 100m 前後の平坦面が，第 1 段丘堆積物の i~I Ji古(に発達してい

る。また，不 ;1別川の右岸では，本別高等学校付近の，標高 90m 十の台地から南南方，r !J にゆ

るく傾斜しており，勇足の西側の標高 60m ていどの平坦百に連なっている。 この段丘群

のなかにはさらにこれよりもいく分低い平坦面が，本別高校(ナ j!iと勇足のピラユノベツ川の

左岸に，わずかに発達している。

なお，まえにのべたピリベツ川右岸のものは，ピリペア川の河川 Jからの比両が， 14mfj(j

後であって，河 J~ からの比高で対比すると，本別 l同校(寸 jfJ:の第 3 群段庄のうちの低い方の

平坦而に相当するようである。しかし， l;u'11 を，そのは百から， itt2 形のーとから下流にむか
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って追跡すると，むしろ，第 2 群段丘に局部的に付随している平坦面に，速なる可能'1'1:が

あるようにも考えられる。もし，このようなだ比ができるとすれば，これらの段丘の形成

された後に，この地域に局部的な構造運動がおこったことを，しめすものである。しかし，

この点に関しては，不明なことが多いので，この図幅では，ピリベツ川右岸の，標高 100，

m 前後の平坦面は，第 3 群段丘lこ属しているものとして，取扱った。

棟層は，あまり厚くなく，大体 10m 前後と思われる。表面には，ローム状の火山性砂

II~·粘土層がのっている。なお，この段丘面の上位の脚部では，各地で湧水があるために，

平坦面上には，湿原や泥炭地が形成されている。また，段丘面は，ノj、さな河川によって，

わずかにきざまれている。

III.2.4.1.3 +弗川水系段丘堆積層群 (Tf)

十弗川の両岸に発達している，低い段丘堆積物である。ホロカ付近 lこもっともよく発達

している。疎および砂・粘土からなる堆積層であって，操層は，やや厚いようである。表

層には，ローム状の褐色粘土層をのせている。

III.2.4.1.4 浦幌川水系段丘堆積層群 (Tu)

地形複原図にしめしたように，浦幌川の南北性の流路は，地形発達史のーとからは，かな

り古い水系のあとと考えることができる。また，乙の水系の瞭層の礁のなかには，古期岩

写真第 21 図版 浦幌川水系の両位氾市原堆積 ffJJ から，平 ffi 段正面をのぞ

む一一!よし、平坦面が，第 2 t洋段丘，中央の r;;:j l 、三 v 担而は，

第 1 群段正である c (ネ It l むの i){ 付近から写す)

中 地形の項にくわしく記載した c
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類の礁にまざって，新第三紀川と層群中の堅田頁岩の!喋が，かなりふくまれてし)るのが，

特徴である。しかし，このような礁の構成は，十日居群のなかの，本別層や池田層の礁岩

中にもみられる。したがって，礁の種類だけから， ?'甫梶川水系の段正操層を，ほかの水系

のものと区別することは，妥当でない。まだ，このようなことのために，乙の地域の段丘

堆積物の対比が，一層困難になるのである。

1第 1 群段丘堆積物 (TU1)

浦l幌川の左岸に断続して発達している。この群に属する平坦面が，左岸にかぎっている

のは，もともと，発達していなかったものか，あるいは謂査精度が不充分なために，その

形跡をもみとめることができなかったものか，明らかでない c この平坦段丘面は，北部で

は，標高 260m から 240m ていどのところに発達しているが，南部の仁生川付近では，標

高 230 m~220m にまで下っている。

操層は，貴老路部の東側で，標高 305 m の三角点付近に登る道路の庄でよくみられる c

拳大から，ときには人頭大の l漂を主体にしている。厚さは， 4m~5m である o J: 部には，

褐色粘土層がのっている。

2 第 2 群段丘堆積物 (TU2)

浦幌川水系に属するもののうちで，もっとも広く発達する平坦段正面である。 上川上付

近では，標高 270m-250 m であるが，かなり急な傾斜をもって，浦幌川 lこそって南に下

っている。そして，仁生川の南では，標高 140 m~120 m ていどになっている。しかし，

この平坦面の傾斜は，浦幌川の南北性の流路にそっては，かなり急であるが，東北~南西

方向の流路にそっては，それほど急ではない。

この平坦段丘両は，手 IJ別川水系の第 1 群段丘商に，一見，対比できるように考えられる亡

しかし，後者にくらべて，前者の基盤は，かなり高くなっている。

堆積物は，川流布川と IM]I 院川とが合流する地 t戒にもっともよく発達している。それから

下流域では，東方から浦幌川 Iに注いでいる各河川を，おもな供給源にして，合流点付近に，

よく発達している。

牒層は， 1M] 幌坂から台地 lこ登る手前の道路の，切言 IJ りによく露出している。厚さは， 4m

~5m で，偽層にとんでいる。 1二部には，褐色の粘土層をはさんでいる c また，貴老路部

の北の国道付近には，いちじるしい偽層層理の発達した，火山氏質砂陳層の残丘が，平 :!tL

市の hに 2m~3m の高さで突出している。

IIl.2.4.2 ;中積堆積層 (AI)

IJI.2.4.2.1 氾濫原堆積物
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利別川，ピリベツ川，本別川， j南幌J[ I ，十!Jtj川などの主要河川およびそれらの支流河川

の流域には， ~巳濫原堆積物が，広く発達しているョこの堆積物は，現河床面から，比両去

が 5m~8m のところまでおよんでいるコこの氾濫原堆積物は，現河 1)，(百からの比高が 1m

以下のものと，それ以とのものとに，区分できることが多い。しかし，ところによっては，

それらが連続した緩斜面にならび，区分できないこともある。

1高位辺濫原堆積物 (All)

これは，各主要河川が，流路の方向を大きくかえる地域の上流および下流地域や支流

の合流点などに広く発達している。一般に，河床面からの比高が， 1m~3m および 4m~

8m である。いずれも，河川流域に，下位の地層が露出して，その J: に，うすく砂操層を

のせている。後者のものは，むしろ，この地域の現河川の側面に発達する，もっとも低い

段丘堆積物ににた性格をしめしている。

堆積物は，牒・砂・粘土および泥炭などであって，ときどき湿地帯ができている。

2 現河床堆積物および低位氾濫原堆積物 怖い

主要河川の流域に，主として，砂利と砂，とき 1こ粘土や泥炭をj昆えた堆積層として発達

している。氾濫原の 1 部は，湿原となり，泥炭地を形成している。

I1I.2.4.2.2 扇状地堆積物 (Fn)

本別町市街の背後地の斜面，貴老路部台地の脚部，勇足市街の正陵地などに発達してい

る。この図幅内では，利別川左岸にだけ分布している。高位氾濫原堆積物のとをおおって

もユる。

IlI .2.4.2.3 火山灰

この地域の現河床砂礁層の分布抱囲をのぞいた地域を，広くおおって火山吠が発達して

いる。これは，農業や牧畜を主産業とするこの地域では，最も重要な堆積物である。この

火山灰は，土壌調査の上から，十時岳火山・旭民火山・雌阿寒岳火山などの日貰火による火

山氏と考えられている。

III ， 3 地質構造

この図幅地域の地質構造は，性格のちがった 2 つの構造単元が，組合わさっている。 1

つは，中新世の川 T層群までの地層を支配する，北海道南東部地域の一般的な構造単元に

属するもので，他の 1 つは，ミ古ト 1172t 状地ミ内 lこ発達する局地的構造単元である。

前者は，ほぼ中新世末期までに，完成された NNE~SSW 方向の大きな摺曲構造と，こ

れを寸断する走向方向と斜交方向の断層群とでしめされている。また，後者ば，前者の j芭
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第 12 園地質構活悶

引のあとに，現白:の十 I]乃花地のほぼ?で地域にわたって)巨 Ii比された，海 11毎J咲から淡ノ )\J 或にい

たる大 Xt. J白状構造と， J也j史構造でしめされている η なおこの昨!犬辺町は， トJIlY) 国貯の Jff~m

III においても，引続いておこなわれた?したがって， -!-Il )yN£])i 半を構成しているそれぞれの

山積の問には， J仕積はの III 心 1{': 円や，その!よがりに，かなりのくいちがし 1ができている

これらの f出)lt~.~! Jl! 引を，地町，，~;代の|二からみると，大きく 3 つに医分することができるよ

うであるつ

a) 巾新fLt旬、 IJ 日の iE 構疋到 i l了第三紀!同と ell 新世の川[:肝 rr'tのそれぞれの WJT r;;~{) の不

整合閃係で去わされている JU J，殻 ;iIT 引であるわこの .;'E 引によって IFI) 日された地 !?[i 書店は， T111

イI: の構 iむから判断することは昨日 fr~ である。しかし， Vf 市紀!刊の lllj'II\'U 訴貯と ('(I) !J円昨との

広がりのちがいや， }l 第--紀!母がのっている Jr 畦任問のちが L 、などは，この ;，\(，f，} Jの 1 つの

あらわれであろう

- 63 ー



b) 鮮新!止の十時田詳の Jlli 間以前における造時 ;IE fiJ J: この閃 11'1;\地 h~ をふくめて，北海

道F耳東部地 1}T)(の地買構造を決定したと考えられる地殻運動で，街 L断層遅刻をともなって

いる。

c) 十)J)~ 層群堆積!l寺から先洪積世におよぶ ill 構辺到 1!I~f 'fl))' 詫状地 (eli 到とその後の地

J見断層や摺 lill 構造を形成した地殻 E到であるの

III.3.1 摺曲構造

この地域に発達している摺 Ill! 構造は，あまり大きな周開のものは，みられないハこれら

は樟 jfi のん Lから， 5 つの地域に|王分される η

i) lm!I!! 日115 斜地域

ii) 日f刊I] ，?'村山 hl~

iii) イ二ベリ IJ rJ IJ ，?"\;也 Jll~

iv) 諸経山波状間 Ill]:! 也h，~

v) 十011 川波状摺 illl 地l."~

i) liM it:背斜地域: この閃 1隔の市東部の上部白空紀屑のなかにみられる，小規模な構

造である。この構造は，町 HN 児Wf'，J;·ごいとよばれる大きな背宇 i構法の丙賢一部の 1 部分を rll め

ているものであろうっ断 !I;， ;i によって，わずかに転移しているが，ほぼ， NNE~SSW の一

*般jE向と， !右翼ーでは 20つ~30°，同翼では 500~65° のt日終日公明の傾斜をしめしている η

ii) 官tIr~iJ 斜地域: (i) の背斜の同{~，1 jt こ，これとほぼ平行して発達している向斜構造

で，訂斜の中央には， Ilf 第三紀屑が分布している(北側にうき[:った l白];}'I で，p1.j側は ， J1 三 ill]

にほぼ平行する仁~~:川断層で，また， rjl 央を， n日切る正子沢断同で，それぞれ切断されて

いるの乙の IIIJ 斜構造の jJq が， wrc かえ山地域であるれ NNE~SSW の -~j む!ミ ;11] と， yl{ 買が 35 つ

~45° ， !Tci買が 500~60° の市綬同公明の構造であるっこの :I JjJ; '11 拝jili は日第三紀J\ ~ril の発注

している J也hえでは， !閃 I!~ けとみられるのしかしその北側のわ郁白'~~~~(2)討のなかでは， I日にの

べた仁 ~l: 川 l析肝によって， r司令 lの H~ 究が大きく切断され，刊誌 ;;i3 だけが，日;く発達してい

2ド 3ド

る。なお，このド'司令|構造の両側 lこ発注していると :J3 えられていた，吋 flJ: 背科、は，多くの

j:tri jJ断)丙や会 l 交断何で， .t山内が地域状 lこ寸断されているため元の構 jb はこわされているも

のと:号えられるハ

iii) 仁生川 I(!} 斜地 J}1~ : lfiJI[r¥?;f3ir: 型間 fH"i で， Ti fif l!)の r: 部 L~l 立紀肘が，この;書店の r-. にお

ネ 一般に，到1\路炭日 l 地域内に充達する Jf l! 1111 構造は， !-1.[緩jlLj :':1 ，引の傾斜をもっており，また

この傾向が， この炭田内の宮山構造の特 i斗ーであるの

同 北海道炭[1I誌釧路氏 [11 のなかに記載されている 77 斜村 421 ーであるハ
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おいかぶさっているので，その 1 部が発注しているにすぎない 向斜の中内には I片第で三

紀の 1'\ 別Jrai詳が発J主している 一時三屯 /IJ は NNE~SSW であり，傾斜は ， 1311 I: 断凶のお~!，~;

をうけかなり急であるハまた子見部は，逆転傾斜をしめしているハこの !:'lJ 斜の]J引は Ij は，

螺号断Jr当で，新第三紀の川!こ!日群と技しているつ

iv) 義終 rlJ 波状摺[!I I地域: これまでの溝造単元とは，形成の機構および時代が，かな

り注った間 !!!l' if\;である。た -II(-I-! 日J~ t.地状構造ミのなかに，局部的に発達した，緩やかな波状

摺山であって，主主将山を中心とした小地 l域内にだけみとめられる。 NNE~SSW の一般走

I:'IJ で， 15 つ以下の地府傾斜をもっている σ

v) トリ n川波状 m!lll 地域: iv) と同じような発達形態をもった摺[It 1構造で，この閃怖

の[吉岡部地域で，池 lil li"':の発注して p る j也J! !Q( とみられる n fi¥1r!!1'lfl!l は，十リ1\川の流 l!， Qのホロ

カ[じ圧を通って， NE~SW の ).:;[:'IJ にはしっている， 1 断!日をほして， 市 in: 代ては， NNE~

ssw の走 jhJ をもっているが，北側では，丙 hにふれて， NNW~SSE の占向をしめしてい

るへこの変化は，断同による引なる転、時に JJ]1因するものか，形成機構の 1:1 こ本質的な原!日

があるものかはわからな L

vi) そのほかの押 11Ul 地域: ピリベツ川流時の丙中付 ，ICc および利別川流域のチヱトイ

fl; Iiには，百 {illj のうきーとった，小児模な 11\1~'1 構造が発注している ベ12j 七 [ilJ は， NNW~

SSE であって，地 II'''! の傾含|は 15° 内斗である

IIJ.3.2 断層構造

この|て l帆地域における断府系統は，その '[£rJ 立の!I今期のちがいにより.その↑引芹が還って

いる J これらを大別すると，先制 i新 LIt の i析!丹 iir と後ff. \Y・新世の断 JI[:O; 昨とには別される

i) 先{昨新世の断!円昨 ~III 日地域の市平布地 j或に発注する断 @L If で，その 1 部は， 卜

!日 }K"li 洋の不整合でおおわれている。走 r(rj 断屑と ~'I 交断回とに庁けられるハ

a) 走 :"JWfrJi"'i: J也 Jr ri l の右 I'IJ およびi1 1 i1 !1 制11 こ，ほぼ予行しているか，またはわずかに的

支する!tJr Ji'lI洋でおそらく f~1!!!I; 古到の友明に，これにともなって乍じたものであろう

仁川川町而・ i: 茶h':~JIJ~'i 町)，' "1 • i I1 JI!J~~断NJjl ・螺汚断肝などが，乙れに属し， ぺilJ~に班長 f.j

I:'IJ に長く )Q肋;できる。

とれらの町・肘のうちで， il tJ1ry~断屑は，いわゆる街!:断何であって，東から商に，急傾斜

で街 I二している(そして， !:i'jjSI'cf':日紀!叫が，中新ittの川 I:N"I群までの地RWの I二にのし!:っ

ている。この断府は，先鮮新世のほili注目のほぼ本 \tJjに，この地hQの段後の大きな，;"E引と

してJJ~われたものであろう

また，螺{;ぢ断!日は， ~'I交断層で，いくつかに切られているが，これは，東側にある街 I二
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附I\~ii の影告?をうけたわ'[If:によるものであろうハこのJJaI'¥fr円にはさまれた地j屯は， ，まとんど

j也'1'")が逆転しているハこの断N6{ は， JUこ|排出する足市t 太 1'%I~Ji/;地h'~では， :~l~\): した j笠間 1 11 :';1 で

あるが，このi由hr~では， [I't\';: または :~l\'L した正!析ノ1fdj であるつ

b) 斜交断何: この断 H"i は， mllll'!(ih と大きく斜交する 1 群で多くは. (a) の附府群に

よって寸断されてし)る η これらは， NW~SE および NE~SW の 2. な l向の断円群に i三守で

きるつ IE 子沢町府は，これに属するもので，日真 lilJ~~1 を!間切っている。

この断!パのなかには， (a) の断屑1itを切って発達しているものもあるが，構造 [0，からは，

あまり電 -r:>]i ではな ~)o

2) 後鮮新世の附屑詳: 吋了十イ m設状構造可の形成に引杭いて形成されたと芳えられ

る断屑昨である mil\] 耐とは，あまり IYJj'Eit をもたない η この附円は，沼状地内に地1;，(;構

造をもたらしている ηNW~SE 系統の 2 つに [5( j) されるぺ一般には，前首 l土，後円の断阿

君fを切断しており，また，延長方 1(0 に長く j己防;できるハ阿・屑の傾向は，まえの(1)の I'll 】

断屑 j洋と，あまりかわっていないようであるつ

IV 地史

とれまでのべてきたことから，この地域の地史をつぎのように推察することができるの

i) 先白望紀時代: 汎北海道の広大な地司令 lの 1 部にあたっており，基性の火成汚到

でもたらされた輝禄凝ぽ岩や泥賀宕などの岩相を堆積したわ

ii) 上部白官紀 '1寺代: 浦河 i止後期からヘトナイ世の II 寺!1j jにわたって， 2,000 m 以ヒの

厚い地屑が tit:積した。この地域は，この is'代の堆積設の同部の周禄地 tD~に位~tf していたも

ののようで，この時代の地!汗の[:平却には， i喋司A岩や此 Tl物などをかなりはさんでいる内

iii) 先 rfi 第三紀の地変: この地域のほぼ中宍;唱を， NNE~SSW の方向をもって，大

きな構造線が形成されたもののようで， 北部では， Joo 部白!望 1官空守 1紀:己己山 'I'"~刊1~1 と先 t巳山f与Ii;; 区:紀 J~長十~"iサとが， I問附旬所切 r耳1丹、

*で出しているらしいっ

iv) 市第三紀 i時代: との地域の南東部は， :~'Ilfil 刊.)~田の同特市に代 R していて.合成 Iii

~;r~三紀 II"'! の IJi}問 N"I 群が， Jfg 出したぺ発注状態は，ひじように出く，また机杭宕の IF· 越した

岩1'E!が形成されたの行此!日も，ひじように貧弱であるのとれは.おそらく，との地域の北

ボ この構造は， I1ffi1. 〈紀!日によって， おおわれているので， JJI ，在のJl ~Y 'f梢浩には，m.われ

てはいない。
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丙部lこ，先白 ':ti紀Wiの t !J J;ながあったためであるとぢえられるのこの合民府のJ1I:詰の後の (i:

別!函群Ii[:碕の [[~;J明に，ときどき入りこんでいたた帆内ifh が大きく進入したっこの向はこ

の地域の北側にあっ十と 517えられる tlr地を越ヌて，4;号1Jj[[の北側にまではいりこみ，先白

宝紀屈の r· イ立にも， I手い海成の('f別!国群を堆積させたっ庁別回!伴の堆積il!}HJllこは，いく同

かの小さな規模の火成l~:J1bがあって，安山岩質の集地岩や凝!必岩を汚く f1~積した。そして，

この末期に，かなり大規模な 15通輝石安山岩ITの集l史岩や凝灰拝の火成活引がおこって，

この地域にも，黒色凝!リミ岩屑を堆積させたの

v) 中新世 II寺代: i斬新 I吐末時 lから，中新世後 1m までの問は，この地域には，堆積層を

残していないっおそらく，削長 IJ地域になっていたものであろう。中新世後間にいたって，

ふたたび，日正逃がはじまり，川 f:屑群を f11 ，損した σ この !JfNH こは，安山岩日の火J) vj ;r; "I日が，

かなりの長 1m にわたって，おとなわれており，黒色凝灰岩や凝り〈買な竪町民岩および凝灰

岩などを J11' 院させた。

vi) 後中新世の地変: この地支は，ひじように大きな規模で，影智を与えた。すなわ

ち， mllll 構造や地塊構造を，この地域に発達する中新 l吐およびそれ以前の地肘に与えた。

この地支のぷ WI には，東から丙にむかつて，上部[守主紀叫が，第三紀肘の地!ほの!こ lこ街 f-:

するような，はげし l' 運動がおこっているハ

vii) 鮮新世時代: これまでのこの地域の Jit 積位は， vi) の地支によって，ひじように

かわってしまった。このI!~;代になると局地化された拭状の堆積往が，現十 mj 往地全地域に

わたって形成されたっそして，吋却f!~本別到物群、をふくむ鮮新世の海進が南ツ 1からおこ

ったっこの!日 J; 代の海社は，この地域では，むしろ入江状の)ちをもっていたようである。

!日市部には， nId *，北部の持ちょうをもった宕 ill が，ところどころに観察されるの螺山際岩

砂!f c~H 号の FJ- い JHJJt 肘を形成せしめたのち，徐々に fi Jj 退がはじまり，北部地叫に，局)'ri)的な爽

亜m!γj をJflJ 古させたっ出が後退してしまったのち，十時北部地域には，大きな陸 IJ成j戊史り J哨H

カがt汀J8引印)J児されたペこの !H川!山5引{代にと|川|日山!}!則 q引lを同じくして， トjjjj J:it 結凝 l欠岩の前駆的な火成 i丹羽がおこ

り， i手 l' 凝 I，)く f円宕が J1[:積したのそして，大規模な石促安山宕の約五占凝灰岩の lli :Ji bに発展し

ていった(しかしこの地 h~~ には，この火成 Gのぷ Y;M の凝/')(汗が分 {Ii しているにすぎない。

これまであるていど jり何をたもっていたこの i也hl~ は，この火 /JY :1 !i' 刊のむ IfJ1~ それが破れた

ものか，これまでの陪成 JW 結社の古川 Ijが，徐々に i'仁下して，これまでの Jjl' 砧はも，その rj :J

心も広がりもことなった， t(;j( hえから iJ~ ペkh r1\の J1I千立はが J\ラ IJ Y: されていった η そして，池ff1

)丙の亜 J.) 之を多くはさんだ Jf(:積肘を県柏二させた n この陸成 f11' 積立は，いわゆる出作平野 ~1~ な

環J立をもっていて，ときどき， NJi 出J: I~Q が進入していたようであるつ

- 67



viii) 後鮮新世の地支: 役中新世の地主とは，かなり t'l:格のちがった地変で，古卜時

金状地内に地塊構造を主[ドとした，地質;再 j立を形成した。

ix) 第四紀 l時代: 問けつ的な隆起と沈与をくりかえしながら，全体には，徐々に隆起

し，いくつかの平 tlJ.l Hi を形成し，多くの段丘 tit 積層を累積させた。この降起は，北部にむ

かつてその邑が大きくなり，平 JLl 而は，北部にむかつて標高を増して p る。そして，現 {E

まで，削長Ijと平用化作用が，引続いておこなわれ， irt l積地に氾濫原 tit 積回を供給している。

V 応)lj 地質

この問中高地内内の主な地下白川は，石氏・亜U~および侶鉄如;であるパこのほか石油・可

'l;<~'I*天然ガスの徴1民f也がある η

V.I 石炭

この閃I~!J のF:FH部地域は，同1' GiKfllの北部地尽をしめしているハ石炭は，古第三紀(乙目

する油|院)ド!群のなかの，昨日が1 ，Y:jf:別刷および尺別府の ril に扶有されていて， Wi~Lkr 旬余 l の

両翼に分イ Ii しているの 椋行の対決になる炭肘ば，雄別 N"I および尺別回のものである。

この地域の石炭は，昭和 31 年以米日鉄鉱業株式会社によって，大規模な開発調査がおと

なわれており，今後の開発が期待されている。雄別居の石炭は， 1 番屑から 4 番居まであ

るが，稼行できるのは，このうち1， 2, 3 番の各層である。とくに， 3 番屑は，隣接の 71W腕

炭田地域では，オナップj百と呼ばれ， )辛い，連続性のある炭同として，採掘されている。

石炭の発達のようすは， r臼斜のi町長でかなりちがっているの東翼1RIJでは， 1 番屑から 4

番)凶までのものがみられるが，問 1}~·18}Jでは， 1 番居と 2 番府は，ほとんど発達していない。

また，日鉄鉱業がおこなった， j(ilt'! の中央部の試釦資料によると，一応 1 番屑から 3 番回

までのものは，みとめられているが， 1~2 番府は，発達状態がやや思いハ

石!共は，亜i歴 I2!支で， If守の堅Ii児なものと， *j:~~J粉民日ーのものとがある。不粘結で一般 rrJ

石炭として不I j}Ti されfGるものである介 trn3 同および第 1 去に，代表的な各府の炭十t閃と，

石炭分析怖をしめしておくの

尺別府の;行此は，概して，此官民Y-fと亜i歴百此との細かい X~II'1~互!日であるので， IfI"が思い。

発達の状態は，内科の丙担IJが東1~IJよりも，よくなっている η 松口できるものは，両側の市

首位也l:u~ に， 1 部みとめられただけである η

f1J~'[iff]J; 'f の河川 lにある仁 r[~lrlj 斜地域では，京);}~自~)の iMjr~ 見断肘との出 iiJ~t 部に，細長く尺別
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るく，また， レンズjえにはさまっていることが多いと第 15[胃および第 2 主に，目白川人の

民住図および、分析11立をしめしだっ

V.2 IITi.炭

十Mj 屑群の ~fin[; ニ央亜炭田と池田 }~;~J の中に亜)完!日が扶 ι;ーしている。

店t者の亜炭日は，薄日の劣買なもので，市[子の対決と(まならない。後苦の地の中の亜

炭は ， J'j'. さ 30cm をこえるものがかなりあって，一部の地域で椋行しているようであるコ

(勇足炭坑および京炭坑)一般にこの地民でみられる亜炭は，水分がひじように多く，また

乾保すると微市 fH なね決片になりやすいだめにだれとしても，あまり手!jJlJされていないよ

うである

V.3 石油

川流イ ji川支流の万シネナイ沢で，町田のすぐ西側に分布している，川正恒 E干の本別

沢)百の構成日である凝民民の B~ 色砂岩のなかに p 微弱であるが油徴がみとめられるごいわ

ゆるミしみだしミでよ也居自体の中に子支出しているものかどうかわからない c この黒色砂宕

を水中に入れると，わず、かに油~~~ができるていどであって，風のない時には，かすかな油

臭が感ぜられる。穆出地点には，その fit 慌をしめすような副次的な変化が，ほとんどない

ので，よほど注意しないとわからない

V.4 可燃性天然ガス

この図幅地対 iは，ミー H3i ガス田、の北辺地同に当り， 2~3 カ所からガス徴がみとめら tし

た亡もっとも多くでているのは，本別川下流の夏川悶のはずれにある，小林徳三氏司有の

ボーリング;j j: であるうこの井戸は， 100m 前後の深皮まで掘さくしてあり， Cl-3262mg/!

の塩水とともに， 52 .4l\ 13/D のメタンガスが噴出しているミ手升井 J干:戸の位 II主呈引 f付(

の本別尉の一構 f成点良である螺;湾写傑岩砂岩!周百が単主余斜ご 'I構造で発 j達圭しており，井戸の深度からみ

ると，この地尉の中部付近までは掘さくされているようである c 地質各論でのべたように，

この地屑は，瞭岩と砂岩との互屑累積層で，この地周の下部には，尼岩をはさんでいるこ

とがある。このメタンガスは，この地層の一部の岩十日の中に，ポケット;日に形成された小

規模なガス鉱床で，いわゆる可燃性天然ガス鉱床としては， ほとんど問也にならないよう

である。

この井戸のほかに，本別市街地の石井頁芋氏所有の井戸および、本別町チエトイの高太古
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第 3 表 可燃性天然ガスおよび附随水成分分析去

\ザ\色分!深度ガス日:1 水足ガス同 lpH IRPH HC03 一 L5;
ぶぐ\O' v1) (M3/D)I(l\P!D) 水比(℃)l i (mg/!)(mf/l)

州徳三 lea 叫叫 m1:34lf165!79181 仰山
石井賀孝 I 121.0¥ 0.0 1測定不能 f25.51 7.71 8.1 464 6.8

森太吉郎 |1 川 O.Oj 9.6 f16 .5 1 吋 4i 吋 4 加5

\>Fni To凶 I Cl- NH4+ T~tal Fe2+ I, Fe3+ 川P i K附Mn叫O仏41οCωa2μ+

所な之之そιLとU;日(品Z2おお:争3?白l川)1凶(恒何m叫g州Itの川lη川川川〉川れ川[ドOい(m昭叫叫gJ/川ふ ;ι仙(4必4ゐ/川訓叫川|ド(mg/!)州gil的ω/庁川川l乃川)
I
(品2ロ訪;訪;)リ川i川i(m凶m

d小、林 徳三 4必94! 3丸ロ，2ω 1.9幻3 0.421 0.3 謁81 0ωOω3J O1O! 55di 回

石井賀孝 3弘42到 50.0: 0.22 札 oω tr. 0.301 4.71 2.1

森太吉郎! 州問 tr
J 0191 0001 01910 羽 54 67

hh 劃?27415FT514I2!412t1J112 反
小林徳三 i590i o 州 377! 2831 94M001 00(768l224

石井賀孝 3.11 0.261 24.91 2.31 21.6 -I -i
森太吉郎( 74l oM m11 37l 山 -l -l -l -l

(北海道立地下資涼調究所位術諜分析係にて分析〉

郎氏所有の井戸でも，湧水中[こ溶存メタンスが，わずかに検出されている

これらの井戸における地山学誌査の桔民法，第 3 去にしめしたようであるご

V..S 地下水

手I)別川流域では，飲料用水として，十手中の池田日および螺湾時岩砂岩白から{りて

いるところが多いようであるっ一般的には，泡同のなかの地ド水は，三‘にとんでおり

ときに流化臭をもっているコまだ，役者の f也ド水(土 I年元がいく分ふくまれ，また lint 化臭

をともなうものもあるつ

地成的にみると，勇足付近でほ，浅井!誌は，月地 Jtt 積物中の地ドイ:を耳えっており，ま

た，手 11別川右岸の台地では，池田!日の中の j帯主回から，地下水を i'~ ているようである

本別町市街地では，螺引禁宕砂岩居中の;帯主!討の被 fl: ぷが千 i! 日されているようである

本.~IJ r- !j街の中で，まえにのべた，石井賀孝氏市有の井戸および，本別小心校の井戸からの

渇水は，水温がいく分高い。これは，局部的な異常水温で，利別川にそっだ地域で，とき

どきみとめられるものの 1 つであるコこの原因についてぽ，よくわからな I)
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V.6 褐鉄鉱

この図幅地拭の北西隅のピリベツ!日 i末以;二，括鋲紅鉱床が以存していることが知られて

いる c 苛蕗正堆氏の調査によると，ピりベツ川右岸の上72別の里下流に 4 つの;fJJJぷがあり

また，下美里別束三涼の道路沿いにも，わずかに以存していることが報告されているごい

ずれも比較的有望なものと推察されている一この褐鉄if1:床は，現在の沼地'lil; のなかに干杉fJ立

されたもののようであるコ
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Resume

ThemappingareaislocatedatthenortheasternsideoftheTokaｭ

chibasin , eastHokkaido.

Fromthetopographical veiw, thisareaconsistsofthemountain

landwhichis400m.to500m. inheight , andtheterraceplanes which

aredividedintothreeorfoursteps.

GEOLOGY

TheareaiscoveredbyupperCretaceous, TertiaryandQuaternary

sediments. Fromthestandpointsofgeologicalstructureandstratigraphy,

theareamaybedividedintotwo districts, composedofpre-Pliocene

sedimentsineastern part, andPlioceneandQuaternarydepositsin

westernpart.

UpperCretaceous-NemuroGroup

Thegoupisdevelopedwidelyintheeasternpartofthisarea. They

arebelongingtoapartoftheKawakami anticlinal mountain land,

occupyingthewesternboundaryoftheKushirocoal-field. Thisgroup
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isdividedintotwoformations , theKatsuhiraandtheKawaruppuforｭ

mation.

TheKatsuhiraformationismainlyconsistsofdarkgraycoloured

silt stone, andrarelyfine grained sandstone, conglomerateandthin

tu 任 The calcareousnodules, containInoceramussp. , Acilasp. , Propeaｭ

mussiumsp. , Tessarolaxsp.andTerebratulinaarefoundinthemudstone

ofthisformation.

TheKawaruppuformationconsistsofthinandthickalternation

ofdarkgraycolouredsiltstoneandblueishgraycolouredfine-medinm

grainedsandstone, andintercalatesthealternationofconglomerateand

coarsegrainedsandstone. Thebasalpartoftheformationconsistsof

alternationofconglomerate, sandstoneandsiltstone, andpartialyinterｭ

calatesthicklayerofconglomerate. ForaminiferaandPelecypodaare

containedincalcareousnodulesandsiltstone.

Tertiary

Thesedimentaryrockswhichbelongtothisage, aretheUrahoro

groupandtheOnbetsugroupofOligocene, theKawakamigroupof

MioceneandtheTokachigroupofPliocene.

TheUrahorogroupispartialydevelopedintheRushinsyncline

districtinthesoutheasterncornerofthearea, andcoverstheNemuro

groupbelongingtoupperCretaceousunconformitywithbasalcongloｭ

merate. Thisgroupiscomposedmainlyoflacustrinedepositsintercaｭ

latingafewcoalseam, andpartialyassociatewithamarinedeposit,

anddividedintofourformations , theRushin, theYubetsu, theShitaｭ

karaandtheShakubetsuformationinascendingorder.

TheRushinformationisconsistsofthickconglomerateintercalaｭ

tessomesandstoneandsiltstonestratum. Pebblesaremainlyredchert,

andmixedwithgreenrocks, slate, quartziteandothers. Thisformation

isthebasalconglomerateoftheTertiarysedimentsofthisarea.

TheYiibetsuformationisthemostimportantcoal-bearingformaｭ

tionofthisarea. Itconsistsofdarkgraycolouredmudstoneand

fineormediumgrainedsandstone, andintercalatetwoorthreecoal

seams. Thedevelopmentofthisformationandcoalseamsaregreduｭ

allylessertowardwestfromeastsideoftheRushinsyncline. The
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brackishwaterfossilssuchasColubiculaarecontainedinthemudstone

ofupperpartofthisformation.

TheShitakaraformationisconsideredtobebrackishormarine

depositswhichconsistsmainlyofcoarseandmediumgrainedsandstone

andconglomerate, andintercalatesathinsiltstonestratainthemiddle

partofthisformation. ThebrackishmolluscafossilssuchasOstrea

arecloselycontainedasshellbedofthelowerandupper part, and

themarinemolluscafossils suchasNemocardium , Chlamys, Nφtunea

andothersarecontainedthemiddlepartofthisformation.

TheShakubetsuformationistheuppermostofthis group, and

consistsmainlyof sandstone, siltstone, conglomerateandafewcoal

seam. Thedevelopmentofthisformationin ve 了y poorthanothers

coal-field of 十he Kushiro coal-field, andshownin thicknessfrom

only2m.to20m.attheeastside, andfrom10m.to20m.atthewest

sideofRushinsyncline. TheeastsideoftheNishc)synclinewhich

occupiesthewesternpartoftheRushinsyncline isdevelopedthinner

depositsofthisformation , andinterbededwithcoalseamofca.40em.

TheOnbetsugroupismarinedepositconsistingofonesedimentary

cyclefromsandstonetomudstone, andoverliestheUrahorogtoupby

aslightunconformityattheRushinsynclinalarea, andpre-Cretaceous

groupbyanangularunconformityattheHonbetsuriverarea. The

groupisoneformationwhichiscalledtheOkuho:nbetsuformation

fromthestratigraphicalrelation, anddividedintofourmembers, the

Greensandstone, theAgglomerate, theGrayshaleandtheTufaceous

sandstonememberinascendingorder.

TheGreensandstonememberisthebasalpartofthisgroup. It

consistsalmostofdarkgreencolouredfineormedium sandstone, and

partialy intercalates conglomerate or conglomeratic sandstone and

sandymudstone. Theycontainenodulesinwhichmarinemolluscan

fossilssuch asSaccella )うsedoscissurata (TAK.), Portlandiαsp.， Nemo・

cardiumezoenseTA K., ClinocardiumassagaieJ1sisYOK., Venericardiaelliｭ

ρtica TAK. , V. ex) うansa TAK. , Periρloma besshoensisYOK., 1'vfyα grewingki

MAK.and0すhers are determined. Moreover, the basalpart of this

memberattheNishi) synclineareaisinterbededwithvolcaniccong-
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lomerateorandesiticagglomerate. The member variesinthickness

betweentheHonbetsuriverdistrictandtheRushinsynclinedistrict;

theformer , 250m.andthelatter, 30m.~70 m.

TheAgglomeratememberislocalyoccupiedintheRushinsynｭ

clinedistrictandconsistsofagglomerate, tu百 breccia ， lavaflowofthe

hornblend hypersthine andesite, and interbeded with sandstoneand

conglomerate. The petrographic nature of thisigneousrocksare

similartothebasalpyroclasticfaciesofthegreensandstonemember

attheNishosynclinaldistrict.

The Gray mudstone member consists mainly of dark gray

colouredmassivemudstone, andintercalates fine りr mediumgrained

sandstone and hard shale strata. The mudstone includes many

calcareousnodulesinwhichmarinemolluscanfossils are contained.

Moreover, foraminiferafossilssuchasBuliminaezoensisYOK., Plectofron ・

diculαria 1うackardi CUSHlMAN and SCHENCK, Cibicidesyabei ASANO ,

NOl1ionsp. , HIゅ10ρhragmoides sp. , Cyclaminasp.and othersare con 町

tainedmostlyinthemudstoneofthismember.

TheTufaceoussandstonememberintheuppermostofthisgroup,

andconsistsofdarkgraycolouredtufaceous sandstone, hard shale,

mudstoneandsandstone.

TheKawakamigroup occupiesnarrowareaofthemiddlepart

ofthissheetalongattheNNE-SSWdirection, andcontactwiththe

Urahorogroupbyafault. Thegroupisdividedintothreeformations ,

theHonbetsuzawaformatoin ,the Nishδformation andtheKirorofo1'ｭ

mationfrombelow. Theyaremarine depositsconsistsmainlyof

muddy andtufaceoussediments.

TheHonbetsuzawaformationconsistsmainlyofdarkgray colo 幽

uredhardshaleandblackishgraycolouredtufaceous sandstone, and

rarelyintercalatesmudstoneandsandstone. Foraminiferafossilssuch

asey e! ωnina ja ρonicu ASANO , C. ezoensis ASANO , Buliminapupoides

a'ORBIGNY , B. cfr. ezoensisYOK.andothers, andpelecypodafossils

suchasVenericardiasp. , Lucinomasp. , Macomasp.andtheothers, are

containedinthehardshaleofthisformation.

The Nisho formation consists of banded hardtufaceousshale

- 80



whichisdarkwheat-glutencolour, andwhitegraycolouredhardandeｭ

sitictu 百 and dark gray colouredtufaceousmudston , andinterbeded

¥vithgreenishgraycolouredfineormediumsands てone. Thisformation

isthecharacteristicfaciesinthisgoupbecouseofpredominanttufaｭ

ceoushardsedimentaryrocks.

TheKiroroformationistheuppermostofthisgroup, andconsists

mainlyofdarkgraycolouredsandymudstonewithfineormedium

sandstone. Thebasalpartofthisformationispartialyoccupiedby

thickstrataofdarkgreencolouredmediumsandstone. Pelecypoda

fossils , diatomandradiolarianfossilsareco引叩)刀)n円旧nta乳ai加ned insandymuds 計to η

oft出hi泊s foぽrma 抗tioχ.m.

TheTokachigroupiswidelydestributeatthewestprnpartof

this area, andcoveresfoldedandfaulted pre-Pliocenesedimentsby

theremarkableangularunconformity. Thedepositsofthisgrouphad

been accumulatedbycontinuousaccumulationfrom marinetofresh

waterinthe “ Tokachi basin". Andthebasalpartofthisfomation

isinterbeded¥viththepyroclasticdepositsofthebasicandesite. This

groupis divided into threeformations at thetype locality of the

Tokachigroup 舎 The stratigraphicalrelationbetweenthemarequasiｭ

conformableeachotheratthetypelocality, howevertherelationbetween

theHobetsuformationandtheAshoroformationinthismappingarea

isindistincted.

TheHobetsuandtheAshoroformationwhicharetreatedasone

formationinthispaperisdividedintofourmembers, theBasalpyroclastic

member , theRawanconglomeratesandstonemember, theTnaushiligniteｭ

bearingmemberandtheUrahorozakatuffmember.

TheRawanconglomeratesandstonememberisconsistsofthick

marine alternation of conglomerate, sandstone and mudstone, and

intercalates tu 百 breccia and tuff beds. The development of this

memberisrapidlythinning toward thesoutherndistrictinthisarea.

Thismembercomainestheassemblageofmolluscanfossilfaunaof

“Patino ρecten takah αshii YOK."andmanyforaminiferafossils.

The Inaushi lignite-bearing member is a terrigenous deposit

whichiscomposedofmudstone, tufaceous sandstone, pumiceous tuff,
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conglomerateandlignite. Thismemberisthinningfromnorthto

south, andentirelythinoutattheUrahorozakadistrict.

TheUrahorozakatuffmemberconsistsmainlyofmassivepumiｭ

ceoustu 任 which containsmallangularfragmentsof andesitic rocks

andtheplatyfin 仕medium grainedtu 百. Attheuppermostpartofthe

member, irregular accumulationareobserved in tufaceous deposits,

whichissupposedtobethelocalmigrationofsedimentarybasin.

Thedevelopmemtsofthisdepositsisthinningtowardsouthasincase

oftheRawanconglomeratesandstonemember.

TheIkedaformationoverliestheunderformationquasiconformaｭ

bly, anddividedintotwomembers, thePiribetsulignite-bearingmemｭ

berandtheToyotalignite-bearingmember.Theyareconsistedmainly

oftufaceoussandstone, mudstone, conglomerate, tu百， andlignite. The

brackishmolluscanfossilssuchasCorbiculasp.andothersarecontaｭ

inedinthemudstoneofthisformation.

Quaternary

The Quaternary deposits arecomposed of terrace deposits, fan

depositsandfloodplaindeposits.Theyarewidelydevelopedalongthe

presentmainriver-side, andconsistsofgravel, sand, clayandvolcanic

ash.

GEOLOGICALSTRUCTURE

The geological structure of thisareamaybedividedintofour

unitsfromrhestandpointofgeological age, namely, thep戸re- 司Ter吋ti阻a~ヴy，

thepr町e

vement 臼s.

AlmostoftheformationinthisareahaveageneraltrendofNEｭ

SWandinclinedtowardNW.

Fromthesestructuralcharactersthisareaisdividedintofollowing

fivedistricts, thoughthefoldingisseamstobelocal.

TheUrahoroanticlinedistirct.

TheRushinsynclineditsrict.

TheNishδgawa synclinedistrict.

TheYoshitsuneyamawaving-structuredistrict.
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TheT6futsugawawaving-structuredistrict.

Manyfaultareclassifiedintotwotypesthestrikefaultparallel

ofsubparalleltothefoldingaxisandthecross-faultperpendicularto

theaxis. Thecrossfaultsaregenerallycut 0百 by thestrikefault

whichareaccompaniedbythethrustfaultsuchastheUrahorofault.

Economicgeology

Theundergroundresourcesinthisareaarerepresentedbycoal

intheUrahorogroup, ligniteandmethan-gasintheTokachi group,

petroliumintheKawakamigroupandlimoniteinpresentswampdepoｭ

sits.

Coalisthemostimportantmineralresouceinthisarea. The

workablecoalseamisintercalatedintheYu.betsuandtheShakubetsu

formation , butpoorlyreservedascomparedwiththeotherdistrictin

theKushirocoal-field.

Lignite, methan-gasandpetroliumhasnotbeendevelopedyetbeing

poorinqualityandquantity.
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